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大黒坂公民館

境川浄水場

『楢山節考』の碑
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やまなしフットパスで
笛吹市を　  発見

▼
日
時　

３ 

月
20
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水
・
祝
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受
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午
前
10
時
か
ら

　

開
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午
前
10
時
30
分
〜
午
後
2
時
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0
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・
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。
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　私たちの身近な場所にも、実は数多くの知ら
れざる歴史や伝承、文化的な遺産があります。
　ありふれた地域に隠された魅力に触れることが
できる小さな旅が、やまなしフットパスです。
　国民文化祭の期間中、県内で200コースが毎
週のように開催され、市内でも今後、続々と開催
されます。ガイドブック片手に、案内者の説明に
耳を傾けながら、歩きませんか。

山宮神社本殿に向かう山道山宮神社本殿に向かう山道

　

1
月
26
日
に
釈
迦
堂
周
辺
で
や
ま
な

し
フ
ッ
ト
パ
ス
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
釈

迦
堂
遺
跡
博
物
館
で
国
重
要
文
化
財
・

土
偶
や
土
器
を
拝
見
し
、
道
祖
神
を
巡

り
ま
し
た
。

　

2
月
8
日
に
は
美
和
神
社
周
辺
で
開

催
。
後
期
古
墳
の
石
室
で
は
東
日
本
随

一
の
大
き
さ
の
姥
塚
古
墳
を
見
学
し
た

後
、
平
安
時
代
か
ら
つ
づ
く
美
和
神
社

の
湯
立
て
神
事
を
拝
見
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
各
地
域
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

そ
の
情
報
は
国
民
文
化
祭
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
情
報
リ
ン
ク
先

　

国
民
文
化
祭
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://yam
anashi-kokubunsai.

jp/event/footpath.htm
l

▼
日
時　

3
月
10
日（
日
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受
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午
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開
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午
後
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時
30
分
〜
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時
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合
場
所　
　

　

蜂
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園
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石
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）
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0
円
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保
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申
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み
く
だ
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い
。
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合
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北
村
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『楢山節考』の
歌が刻まれてい
ます。

作者の深沢七
郎とのつながり
が説明されてい
ます。

一足先に
フッキーと
カルチャくんが
現地を探索！

水神と書かれた石
を投げて、水防を
祈 願しま す。当
日、ぜひご覧くだ
さい。

書道展でおなじ
み、蜂城山天神
社の参道入り口で
す。

山宮神社の夫婦
杉です。二つの幹
はつながっていま
す。

神輿は、山宮神
社までの山道を、
担ぎ手を代えなが
ら登っていきます。 ぶらりなつかし里山散歩と

境川地域の春食材を食す

1
月
と
2
月
に
釈
迦
堂
周
辺
・

美
和
神
社
周
辺
で
開
催

ボランティアガイドによる説明＝釈迦堂周辺

御輿と歩く山宮祭
みこし

国民文化祭関連事業

再



平成25年度「スコレー大学」�受講申込書

住　所

電話番号 生年月日 大・昭・平　　年　　月　　日

フリガナ

男・女

申込者氏名

希望する
教室番号

希望する
教室番号 教　室　名教　室　名

〒

※はっきり記入してください。

きりとりきりとり

　募集期間　３月１日（金）～15日（金）　午前９時～午後５時

　申込方法　規定の申込書に記入し、ファックス・Eメール・郵送・持参のいずれかでお申

し込みください。

○ファックス　FAX�055（261）3340

○Eメール　　申込書を市ホームページからダウンロードし、Eメールに添付してください。

　　　　　　　shogaigakusyu@city.fuefuki.lg.jp

○持参　笛吹市役所南館３階� 生涯学習課、御坂・一宮・春日居・芦川支所、八代・境川総�

　　　　合会館

○郵送　〒406-0031　笛吹市石和町市部809-1　笛吹市教育委員会　生涯学習課

その他� 応募者が定員を超えた場合は、抽選で受講者を決定します。その際は、笛吹市民が

優先となります。受講が決定した方、または抽選に外れた方には、通知しますので

ご確認ください。

高校生以下の申込は不可。

期間を過ぎても定員に達しない場合は、再募集する場合があります。また、希望者

が一定の数に達しない場合などには、講座を取りやめることもあります。

■問合せ先　笛吹市教育委員会　生涯学習課　生涯学習担当　☎�0 5 5（ 2 6 1 ）3 3 3 9

平成25年度市民講座（前期講座）は後日募集します。

　戦国時代についての研究は、最近活況を呈してきています。しかし、
その成果はなかなか一般には紹介されることがありません。映画・テ
レビ・小説・雑誌などで形成されるイメージとは、相当違うことが分
かっています。その違いを分かりやすく学ぶ講座です。

講師 齊藤　幸三氏（「郭公」編集同人） 場所 春日居あぐり情報ステーション

　日本を代表する俳人“飯田蛇笏・龍太”の句が山梨の風土の中から
どのようにして生まれたのか。二人の句を例にとり、基礎から俳句の
作り方を学びます。初めての方大歓迎です。

日時 4月12日　�・24日、5月8日・22日、6月12日・26日、7月10日・
24日、8月14日・28日、9月11日・25日、10月9日・23日、（11
月2日・3日国民文化祭）、11月13日・27日　各水曜日
午後1時30分～3時

講師 山本　晴美氏（音楽教室Atelier主宰） 場所 スコレーセンター

定員 15人受講料 年間2,000円

定員 15人受講料 年間2,000円

講師 平山　優氏（武田氏研究会副会長） 場所 学びの杜みさか

日時 4月12日　� 、5月18日、6月15日、7月20日、8月24日、9月21
日、10月19日、11月16日、12月21日、平成26年1月18日、2
月15日　各土曜日　午後1時30分～3時
※場合によっては日程の変更もあります。

定員 30人受講料 年間1,000円

　リズム、メロディー、発声、身体の動き等を通して、音楽の本質と
楽しみ方を理論と実践で専門講師に学びます。学びを進めていく中で、
豊かな自己表現や自己解放を楽しく身に付けます。心から笑顔になれ
るプログラムです。

日時 4月12日� 　、5月15日、6月19日、7月17日、8月21日、9月18
日、10月16日、11月13日、12月18日、平成26年1月15日、2
月19日　各水曜日　午前10時～正午

　スコレー大学は、単位制の講座です。学ぶ意欲があり、１年間続けられる方であればどなた

でも受講できます。スコレー大学の各講座を履修すると単位を修得でき、その合計が10単位に

達すると修了となります。これまでに古典文学や英会話の講座のほか詩の教室（26ページ参照）

などを開催してきました。

　10単位の修得に向けて、チャレンジしてみませんか。

連絡が取れる番号

３教室ともに、初回（４月12日）金曜日は、午前９時30分～11時　スコレーセンターにて入学式お
よび共通講座を開催します。

makoto�matsumura



耐震･改築・改修された一宮中学校整備された農道 新築移転された石和第五保育所

2,110億円（＋13億円）2,110億円（＋13億円）

負債の部
（これから支払うお金）

753億円（△2億円）

純資産の部
（今までに支払ったお金）

1,357億円（＋15億円）

純資産
1,357億円

（＋15億円）

固定負債
699億円
（－）

流動負債
54億円

（△2億円）

流動負債
54億円

（△2億円）

※総務省方式改訂モデルを準用
※（　）内の数値は対前年度増減額

市債（一般会計分）

市債（公営事業会計分）

関係一部事務組合地方債

退職手当等引当金
59億円

（+2億円）

（翌々年度以降返済期
限がくる借金等）

固定負債 699億円
（－）

343億円
（+10億円）

285億円
（△10億円）

12億円
（△2億円）

（翌年度に返済期限が
くる借金等）

流動負債 54億円
（△2億円）

49億円
（△3億円）

5億円
（+1億円）

翌年度償還予定市債等

（一般会計、公営事業会計、一

部事務組合分）

賞与引当金、未払金等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
平
成
23
年
度
決
算
に
基
づ
き
、
笛
吹

市
の
連
結
貸
借
対
照
表
（
バ
ラ
ン
ス
シ

ー
ト
）
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
貸
借
対
照
表
は
、
「
市
が
こ
れ
ま
で

に
築
い
て
き
た
財
産
と
、
そ
れ
に
必
要

と
し
た
税
金
や
借
金
な
ど
の
資
金
が
ど

の
く
ら
い
あ
る
か
」
を
読
み
取
れ
る
よ

う
に
し
た
も
の
で
す
。

　
例
え
ば
、
「
公
共
施
設
や
道
路
の
整

備
に
い
く
ら
お
金
を
使
い
、
そ
の
資
金

を
ど
う
や
っ
て
調
達
し
て
き
た
の
か
」

な
ど
、
そ
の
概
要
が
分
か
り
ま
す
。

　
市
全
体
の
資
産
は
一
般
会
計
だ
け
で

形
成
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
一
般
会
計
の
貸
借
対
照
表
を
見
た

だ
け
で
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
市
全
体
の

資
産
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
一
般
会

計
の
他
に
国
民
健
康
保
険
や
下
水
道
事

業
な
ど
の
特
別
会
計
お
よ
び
公
営
企
業

会
計
、
さ
ら
に
市
が
加
入
し
て
い
る
一

部
事
務
組
合
並
び
に
市
が
出
資
し
て
い

る
関
係
法
人
な
ど
を
全
て
包
括
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の

会
計
の
貸
借
対
照

表
を
全
部
も
し
く

は
一
部
を
連
結
し

て
作
成
し
た
貸
借

対
照
表
が
市
の
連

結
貸
借
対
照
表
と

な
り
ま
す
。

　
ま
ず
、
左
側
の
借
方
を
見
る
と
、
平
成
23
�

年
度
末
の
市
の
総
資
産
は
2
1
1
0
億
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
前
年
度
末
総
資
産
は
２
０

９
７
億
円
で
し
た
の
で
比
較
す
る
と
13
億
円

資
産
が
増
え
ま
し
た
。
資
産
の
内
容
は
、
投

資
等
は
2
億
円
減
少
し
た
も
の
の
流
動
資
産

が
9
億
円
、
公
共
資
産
が
6
億
円
増
え
て
い

ま
す
。
こ
の
資
産
13
億
円
の
増
加
に
対
し
て
、

右
側
の
貸
方
を
見
る
と
、
負
債
総
額
が
2
億

円
減
少
し
、
純
資
産
が
15
億
円
増
え
て
い
ま

す
の
で
、
借
金
を
増
や
さ
な
い
で
資
産
を
増

や
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

連
結
貸
借
対
照
表
の
作
成
に
よ
り
、
市
の
財

政
状
況
を
様
々
な
視
点
か
ら
把
握
・
分
析
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
右
の
グ
ラ
フ
の
資
産
の
部
・
負
債
の
部
・

純
資
産
の
部
を
そ
れ
ぞ
れ
平
成
23
年
度
末
現

在
の
人
口
（
7
万
2
1
4
5
人
）
を
も
と
に

市
民
一
人
当
た
り
に
置
き
換
え
て
算
出
し
た

の
が
、
右
の
図
で
す
。

　
こ
の
図
は
、
平
成
23
年
度
末
に
お
い
て
市

民
一
人
当
た
り
2
9
3
万
円
の
財
産
を
保
有

し
て
い
て
、
そ
の
財
産
を
取
得
す
る
の
に
、

約
3
分
の
2
が
代
金
支
払
済
み
で
あ
り
、
残

り
の
約
3
分
の
1
が
借
金
等
で
現
在
返
済
し

て
い
る
状
況
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
子
や
孫
の
世
代
に
負
担
を
残
さ
な
い
た
め

に
も
、
健
全
な
行
財
政
経
営
を
心
が
け
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
平
成
23
年
度
の
連
結
財
務
書
類
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
す
る
予
定
で

す
。

■
問
合
せ
先
　
財
政
課
　
財
政
担
当
　

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

公共資産

売却可能資産

有形固定資産（土
地、公共施設・設備、
道路、水路）

無形固定資産（ダ
ム使用権）

1,855億円
（+6億円）

1,835億円
（+5億円）

20億円
（+1億円）

―

投資等

投資及び出資金
（出資金、出えん金）

基金等（地域振興
基金、公共施設整備
等基金など）

長期延滞債権（市
税・保険料等滞納
繰越分未収金）

15億円
�（△2億円）

160億円
�（△2億円）

22億円
�（+2億円）

123億円
（△2億円）

負債残高
105万円(36%)

支払済額
（純資産）

188万円(64%)

資産の部
2,110億円

（＋13億円）

市民一人当たりの貸借対照表図

資　産

293万円

土地、建物、
車、定期預金、

貯金、現金

2,110億円（＋13億円）

投資等
160億円

（△2億円）

流動資産
95億円（＋9億円）

2,110億円（＋13億円）

公共資産
1,855億円

（＋6億円）

投資等
160億円

（△2億円）

流動資産
95億円（＋9億円）

流動資産

資金（現金、預金、
財政調整基金・減債
基金）

未収金（市税・保険
料等現年度分未収
金）

95億円
�（+9億円）

88億円
�（+8億円）

7億円
（+1億円）



実施日 実施場所 実施時間

4月3日（水）

川中島公民館 9:00～ 9:30

石
　
　
和
　
　
町

八田公民館 9:40～10:10

山岸公民館 10:25～11:00

小林公園 11:15～12:00

JAふえふき石和第三共選所
（中川） 13:15～14:00

実施日 実施場所 実施時間

4月15日（月）�

4月19日（金）

4月16日（火）

御
　
　
坂
　
　
町

一
　
　
宮
　
　
町

芦
　
川
　
町

11:00～11:20林業センター

梶原公知宅前 11:30～11:50

13:00～13:20道駒公民館

13:30～13:50東部公民館

14:00～14:20八反田公民館

14:30～14:50下黒駒公民館

南コミュニティセンター 9:00～ 9:20

室部公民館 9:30～ 9:50

神有公民館 10:00～10:20

大野寺公民館 10:30～10:50

二階公民館

11:00～11:20尾山公民館

11:30～11:50

下野原公民館 13:00～13:30

蕎麦塚公民館 13:40～14:00

八千蔵コミュニティーセンター 14:10～14:30

成田コミュニティセンター 9:00～10:00

下成田公民館 10:15～10:45

下井之上集落センター 11:00～11:45

二之宮公民館 13:00～14:00

4月18日（木）�

金川原公民館 9:00～ 9:45

井之上公民館 10:00～10:45

夏目原公民館 11:00～11:45

栗合公民館 13:00～14:00

4月22日（月）�

田中公民館 9:00～ 9:45

竹原田公民館 10:00～10:45

甲斐奈神社 11:00～11:45

4月23日（火）

市之蔵果実組合

9:00～ 9:30塩田果実組合

9:45～10:15

JAふえふき一宮第六統合共選所 10:30～11:00

○果実組合 11:15～11:45

末木果実組合 13:00～14:00

JAふえふき一宮第三統合共選所 13:00～14:00

4月25日（木）

上芦川諏訪神社前 9:30～ 9:50

新井原公民館前 10:00～10:20

ふるさと総合センター前 10:30～11:00

鶯宿公民館前 11:10～11:30

4月4日（木）

日の出出荷所 9:00～ 9:30

JAふえふき石和第二共選所
（四日市場公民館）

9:40～10:10

広瀬公民館

10:20～10:50

唐柏集落センター

11:00～11:45

窪中島公民館

13:00～14:00

4月5日（金）

JAふえふき富士見東部共選所
（小石和） 9:00～ 9:45

JAふえふき富士見南部共選所
（井戸） 10:00～10:45

JAふえふき富士見第一共選所
（東高橋） 11:00～11:45

河内公民館 13:00～14:00

4月8日（月）

4月9日（火）

奈良原集落センター 9:00～ 9:20

八
　
　
代
　
　
町

門林コミュニティセンター 9:30～ 9:50

下の川公民館 10:00～10:20

岡集落センター 10:30～11:00

JAふえふき八代東部共選所 11:15～12:00

13:15～14:00JAふえふき八代北部共選所

米倉集落センター 9:00～ 9:30

JAふえふき御所支所� 9:45～10:15

JAふえふき八代西部共選所 10:30～11:00

新浜集落センター 11:15～11:45

八代支所駐車場 13:00～14:00

4月11日（木）

大黒坂集荷所 9:00～ 9:20

境
　
　
川
　
　
町

御
　
坂
　
町

小黒坂集荷所 9:30～ 9:50

小山公民館 10:00～10:20

前間田コミュニティセンター 10:30～11:00

石橋農産物加工センター 11:10～11:45

13:00～13:20境川総合会館

13:30～14:00大坪ふれあいプラザ

4月12日（金）

4月15日（月）

大窪公民館

9:30～ 9:50

藤垈チビッコ広場（旧集荷所）

10:00～10:20

原公民館

10:30～10:50上寺尾公民館

11:00～11:30

中寺尾公民館

13:00～13:30

13:40～14:00

間門（新）公民館

坂野公民館前出荷場

新上宿公民館

戸倉公民館

十郎出荷所

合　計

登録手数料

注射済票交付手数

予防注射料金

内
　
訳

3 , 4 0 0 円

5 5 0 円

2 , 8 5 0 円

登録済犬

6 , 4 0 0 円

3 , 0 0 0 円

5 5 0 円

2 , 8 5 0 円

新規登録犬

○�犬の登録は生涯１回です。登録済の犬は登録料がかかりません。������������

○�注射場所では混雑が予想されますので、お釣りのないようご協力ください。������������

○�飼い犬が亡くなってまだ届け出をしていない方は、環境推進課または支所へ届け出をお願いします。�

　皆さんにリユース（再使用）等への意識を高めていただくため、再生自転車（約50台）

と遊休陶磁器製食器を頒布します。

　日時・頒布品　3月９日（土）

　場所　甲府市環境センター車庫棟南側

■�問合せ先　甲府市　環境部　廃棄物対策室　減量課　�☎��055（241）4327

◎料金について（1頭につき）

イ

春
日
居
町

4月26日（金）

桑戸公民館 9:00～ 9:30

別田チビッコ広場 9:45～10:15

春日居支所北側駐車場 10:30～11:00

国府公民館前 11:15～11:45

JAふえふき岡部支所岡部共選所 13:00～14:00

■問合せ先��環境推進課　環境担当��☎�055（262）4111

9:30～ 9:50

9:00～ 9:20

10:00～10:20

10:30～10:50

・応募券配布　　午前9時～9時55分
・応募締切　　　午前10時
・抽選会・搬出　午前10時5分～11時30分

午前9時～11時

はんぷ

　狂犬病予防法により、生後３カ

月以上の犬は、毎年１回の予防注

射を受けることが義務づけられて

います。平成25年度狂犬病予防

注射を次ページの日程で実施しますので、ご利用くださ

い。������������

　また、日程の都合が付かない方は、5月に予定してい

る予備日をご利用ください。�

※登録済の犬の飼い主にはハガキが郵送されますので、

狂犬病予防注射の際には、必ず会場までお持ちください。



　
平
成
25
年
度
か
ら
個
人
の
市
県
民
税

お
よ
び
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

「
前
納
報
奨
金
制
度
」
が
変
わ
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
戦
後
の
混
乱
し
た
社

会
・
経
済
情
勢
の
な
か
で
納
税
意
識
の

高
揚
や
税
収
の
早
期
確
保
な
ど
を
目
的

に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。
し
か
し
、

現
在
で
は
納
税
環
境
も
大
き
く
変
化
し
、

金
融
機
関
窓
口
・
コ
ン
ビ
ニ
収
納
・
口

座
振
替
に
よ
り
自
主
納
付
が
浸
透
し
、

そ
の
目
的
は
達
成
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

市
県
民
税
を
給
与
・
年
金
か
ら
天
引
き

さ
れ
て
い
る
特
別
徴
収
者
に
は
適
用
さ

れ
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
す
で
に
多
く

の
自
治
体
が
こ
の
制
度
を
廃
止
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
本
市

に
お
き
ま
し
て
も
、
平
成
25
年
度
よ
り

前
納
報
奨
金
の
取
り
扱
い
を
次
の
と
お

り
変
更
し
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
制

度
の
廃
止
お
よ
び
変
更
に
ご
理
解
を
い

た
だ
き
、
今
後
と
も
、
市
税
の
納
期
内

の
納
付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

納
期
限
が
年
4
回
に
分
か
れ
て
い
る

市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）
と
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
、
第
1
期

の
納
期
限
内
に
す
べ
て
の
税
額
を
一
括

納
付
し
た
場
合
に
交
付
さ
れ
ま
す
。
計

算
方
法
は
、
期
別
の
税
額
に
交
付
率
お

よ
び
納
期
前
に
係
る
月
数
を
乗
じ
て
得

た
額
で
す
。

▼
個
人
の
市
県
民
税

　
平
成
25
年
度
よ
り
前
納
報
奨
金
制

度
を
廃
止
し
ま
す
。

　
な
お
、
前
納
報
奨
金
制
度
は
廃
止

し
ま
す
が
、
今
ま
で
ど
お
り
納
付
書

ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
る
全
期
前
納

（
一
括
納
付
）
は
で
き
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
早
期
納
税
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
納
付
書
に
よ
り
全
期
前

納
さ
れ
る
場
合
に
は
、
す
べ
て
の
納

期
の
納
付
書
を
同
時
に
お
使
い
い
た

だ
く
こ
と
で
一
括
納
付
が
可
能
で
す
。

▼
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

　
前
納
報
奨
金
の
交
付
率
を
1
パ
ー

セ
ン
ト
か
ら
0
・
5
パ
ー
セ
ン
ト
に

引
き
下
げ
ま
す
。

○
全
期
前
納
の
納
付
書
で
納
付
さ
れ
る

場
合
　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

の
納
付
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
市
役
所

ま
た
は
指
定
金
融
機
関
窓
口
で
の
納

付
と
な
り
ま
す
。

○
口
座
振
替
で
前
納
さ
れ
る
場
合

　
口
座
振
替
日
が
第
1
期
の
納
期
限

と
同
じ
7
月
末
日
と
な
り
ま
す
。

※
口
座
振
替
の
お
申
し
込
み
を
さ
れ
て

い
る
方
で
、
全
期
前
納
か
ら
期
別
納

付
に
切
り
替
え
を
お
考
え
の
方
は
、

お
手
数
で
す
が
、
別
途
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
市
県
民
税
に
つ
い
て

　
税
務
課
　
市
民
税
担
当

・
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

　
税
務
課
　
資
産
税
担
当
　

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
市
で
は
地
震
に
強
い
家
を
目
指
し
て
、

耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
工
事
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。

▼
対
象
　
次
の
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る

住
宅
で
す
。

○
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

れ
た
住
宅

○
木
造
在
来
工
法
で
建
て
ら
れ
た
2
階

建
て
以
下
の
住
宅
（
プ
レ
ハ
ブ
工
法
、

ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
工
法
な
ど
は
対
象

外
）

○
長
屋
お
よ
び
共
同
住
宅
以
外
の
も
の

○
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
延
床
面
積
の

2
分
の
1
以
上
が
住
宅
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
る
も
の

○
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
が
所
有
し
、

居
住
し
て
い
る
住
宅
（
複
数
の
住
宅

所
有
者
の
場
合
は
、
主
に
居
住
し
て

い
る
1
棟
が
対
象
で
す
）

▼
募
集
戸
数
　
60
戸

※
な
お
、
申
込
者
多
数
の
場
合
、
抽
選

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
診
断
費
用
　
無
料
（
市
が
全
額
負
担
）

▼
申
込
期
間
　
3
月
11
日
（
月
）
〜
4
月

19
日
（
金
）

▼
申
込
方
法
　
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
ま

た
は
各
支
所
に
備
え
て
あ
る
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
し
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
耐
震
診
断
で
総
合
評
点
1
・
0
未
満

と
判
定
さ
れ
た
個
人
住
宅
（
自
己
用
）

に
つ
い
て
、
耐
震
改
修
工
事
な
ど
や
耐

震
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置
を
行
う
場
合
、

補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
ま
ち
づ
く
り
整
備
課

計
画
指
導
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
4

〜
み
ん
な
の
国
保
を
守
る
た
め
に
〜

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
根
底
で
支
え
つ
づ
け
て
い
る
国
民

健
康
保
険
（
以
下
「
国
保
」
）
の
制
度
や
笛
吹
市
の
現
状
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

て
い
き
ま
す
。
医
療
費
と
健
康
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　　
現
在
、
皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
の
有

効
期
限
は
、
3
月
31
日
ま
で
で
す
。

　
平
成
25
年
度
の
新
し
い
保
険
証
を
3

月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。
4
月
か
ら
は

今
お
持
ち
の
保
険
証
は
使
え
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
4
月
に
な
っ
て
も
新
し
い

保
険
証
が
届
か
な
い
場
合
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
国
保
税
に
未
納
が
あ
る
場
合
は
、
「
短

期
被
保
険
者
証
」
ま
た
は
医
療
費
が

一
旦
全
額
自
己
負
担
に
な
る
「
資
格

証
明
書
」
を
発
行
し
ま
す
。
領
収
証

等
で
納
付
状
況
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、

納
め
忘
れ
が
あ
る
場
合
は
早
め
に
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
で
は
、
70
歳
に
な
っ

た
翌
月
（
1
日
生
ま
れ
の
方
は
当
月
）

か
ら
75
歳
に
な
る
ま

で
の
間
、
高
齢
受
給

者
証
が
交
付
さ
れ
て

い
ま
す
。
所
得
に
応

じ
て
負
担
割
合
が
『
3

割
』
ま
た
は
『
2
割

（
平
成
25
年
3
月
31
日
ま
で
は
1
割
）
』

と
な
っ
て
い
て
、
2
割
負
担
の
方
に
つ

い
て
は
、
期
限
付
き
で
1
割
負
担
と
す

る
緩
和
措
置
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
措
置
期
限
が
制
度
改
正
に
よ
っ

て
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
1
割
負
担
の
方
に
、
3
月
中
に

期
限
変
更
後
の
高
齢
受
給
者
証
を
世
帯

主
あ
て
に
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
対
象
者
名
を
ご
確
認
の
上
、
4

月
か
ら
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　
大
学
や
専
門
学
校
な
ど
に
行
く
た
め
、

笛
吹
市
の
家
族
と
離
れ
て
生
活
す
る
場

合
、
引
き
続
き
笛
吹
市
の
国
民
健
康
保

険
を
使
用
す
る
為
に
、
マ
ル
学
該
当
の

届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
（
住
所
変

更
を
す
る
場
合
の
み
）

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

○
在
学
証
明
書

○
国
民
健
康
保
険
証

○
印
鑑

　
な
お
、
大
学
や
専
門
学
校
を
卒
業
し

た
場
合
は
、
次
の
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

会
社
等
の
社
会
保
険
に
加
入
し
た
場
合

　
国
民
健
康
保
険
の
資
格
喪
失
手
続
き

を
国
保
課
窓
口
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
を
し
な
い
と
、
保
険
税
が
二
重

に
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

▼
持
ち
物

○
国
民
健
康
保
険
証
　
○
社
会
保
険
証

○
印
鑑

笛
吹
市
以
外
の
自
治
体
に
居
住
し
、

社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
場
合

　
国
民
健
康
保
険
は
、
現
住
所
が
あ
る

自
治
体
で
加
入
し
ま
す
。

▼
持
ち
物

①
笛
吹
市

　
○
国
民
健
康
保
険
証
　
○
印
鑑

②
居
住
地

　
○
笛
吹
市
で
発
行
す
る
資
格
喪
失
証

　
明
書

　
○
印
鑑

笛
吹
市
に
居
住
し
、
社
会
保
険
に
加

入
し
な
い
場
合

　
マ
ル
学
非
該
当
届
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
持
ち
物

○
国
民
健
康
保
険
証
　
○
印
鑑

■
問
合
せ
先

�
国
民
健
康
保
険
課
　
国
保
総
務
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1



■問合せ先　市民活動支援課
　市民活動支援担当　☎�055（262）4111

パ ネ ル シ ア
タ ー っ て 分 か
り や す く て い
いね!

DVって、本当
に 深 刻 。み ん
なに見てほし
いね。

笛ちゃん 吹ちゃん

　今月は、私たち推進委員会の部会の一つ、家庭部会の取り組みについてご報告します。

　広報部会のメンバーが、「家族一人ひとりを尊重し合い輝く家庭づくり」をテーマに活動する家庭

部会の芝垣玲子部会長にインタビューしてきました。

　私たち家庭部会では、今期、DV（※）に注目しました。
　DVの恐ろしさは、甚大な人権侵害であるにもかかわらず、ともすると見逃されやすいこと。それでいて、
子どもたちの成育に及ぼす影響の大きさ等、複雑な問題を抱えています。そこで、私たちはまず学習から
始めました（広報ふえふき平成24年8月号、No.95掲載）。

　県などが主催する講演会にも積極的に参加し、学習を重
ねてきましたが、市民の皆さんにDVが身近な問題であるこ
とを知っていただきたいと思い、手軽に上演することがで
きる『パネルシアター』（※）を作成することにしました。

　ストーリーを考え、人物や道具などの絵を部員全員で手
作りしました。作成中には、DV問題の底深さにあらためて
気づき、どのように市民の皆さんにお伝えできるか悩みま
したが、昨年12月に取り組みの成果があって、パネルシア
ター『これってDV?』がやっと完成しました。

　新年1月に推進委員会の皆さんに報告し、いよいよ本格的に上演がスタートしました！１月29日には、
八代町の『きっずやつしろ』にいらっしゃった保護者の方々に初披露しました。
　今後、市内の子育て支援センターや保育所、学校などにお声かけし、披露させていただければと願って
います。もちろん、2月の市民協働フォーラムでも上演します。
　自分の人権は自分で守り、自分らしく生きていただくためにも、多くの市民の皆さんに、私たち家庭部
会の取り組みを活用していただきたいと心から願っています。

※「DV」＝ドメスティック・バイオレンスの略称で、配偶者や恋人から振るわれる暴力
※「パネルシアター」＝表面が毛羽立ったパネル布を貼った舞台に、不織布で作った絵や文字を貼り付けた

り外したりしながら展開するお話や歌遊び

パネルシアター『これってDV?』の一場面

パネルシアターを披露する家庭部会のメンバー

家庭部会の他、地域部会でもパフォーマン
ス『地域に出よう、出そう、支え合おう』
を作成しました。いずれも20分程度の上演
時間ですので、地区や団体の集まりでお時
間ありましたら、ぜひお気軽に声をかけく
ださい。

ふしょくふ

　　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、
将
棋
や

碁
を
通
し
て
交
流
を
深
め
る
た
め
に
、

次
の
と
お
り
、
ス
コ
レ
ー
杯
将
棋
団
体

戦
と
小
・
中
学
生
囲
碁
・
将
棋
大
会
を

開
催
し
ま
す
。

ス
コ
レ
ー
杯
将
棋
団
体
戦

▼
対
象
・
定
員
　
1
チ
ー
ム
5
人

※
チ
ー
ム
に
は
、
小
学
生
か
女
性
が
1

人
以
上
入
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、

交
代
要
員
は
何
人
で
も
可
・
24
チ
ー

ム
（
先
着
順
）

▼
日
時
　
3
月
24
日
（
日
）

受
付
　
午
前
8
時
30
分

開
催
　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▼
場
所

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
　
集
会
室

▼
参
加
費
　
1
チ
ー
ム
　
5
0
0
0
円

（
昼
食
5
人
分
、
賞
品
代
含
む
）

▼
進
行
　
ス
イ
ス
式
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
も

し
く
は
、
予
選
＋
順
位
決
定
戦
を
行

う
予
定
。
対
戦
回
数
は
全
チ
ー
ム
4

〜
6
回
戦
行
う
予
定
。

▼
賞
　
成
績
上
位
チ
ー
ム
を
表
彰
。
そ

の
他
団
体
・
個
人
賞
も
設
け
る
予
定
。

▼
申
込
期
限
　
3
月
15
日
（
金
）

※
状
況
に
応
じ
内
容
は
変
更
に
な
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。

小
・
中
学
生
囲
碁
・
将
棋
大
会

▼
対
象
　
小
・
中
学
生

▼
日
時
　
3
月
27
日
（
水
）

�
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン

　
タ
ー
　
集
会
室

▼
ル
ー
ル
　
囲
碁
…
19
路

　
盤
を
使
用
し
互
先
で
黒
の
6
目
半
コ

ミ
出
し

▼
定
員
　
各
40
人

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物
　
弁
当
、
水
筒

▼
申
込
方
法
　
い
ず
れ
も
事
前
に
電
話

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
（
公
財
）
ふ
え
ふ

き
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
9
5
9

　
神
社
境
内
の
自
然
観
察
と
お
は
な
し

会
の
春
の
催
し
で
す
。
身
近
な
自
然
に

目
を
向
け
、
科
学
の
本
に
も
触
れ
合
い

ま
す
。

▼
対
象
　
小
・
中
学
生

▼
日
時
　
3
月
3
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

※
小
雨
決
行
・
荒
天
順
延

▼
会
場
　
山
梨
岡
神
社
境
内
（
春
日
居

町
鎮
目
）

▼
講
師
　
植
原
彰
氏
（
乙
女
高
原
フ
ァ

ン
ク
ラ
ブ
代
表
世
話
人
）

▼
持
ち
物
　
雨
具

※
参
加
費
無
料
・
申
込
不
要

　
昨
年
度
の
「
お
お
ぞ
ら
の
下
の
お
は

な
し
会
」
の
活
動
を
振
り
返
り
、
追
体

験
し
ま
す
。
活
動
内
で
利
用
し
た
絵
本

や
図
鑑
も
手
に
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
日
時
　
3
月
24
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

▼
会
場
　
春
日
居
あ
ぐ
り
情
報
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
　
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
ホ
ー
ル

※
参
加
費
無
料
・
申
込
不
要

▼
後
援
　
市
教
育
委
員
会
（
子
ど
も
ゆ

め
基
金
助
成
事
業
）

■
問
合
せ
先

　
お
は
な
し
の
へ
や
　
も
も
　
馬
場

　
☎
0
5
5
3
（
2
6
）
3
0
6
5

　
『
お
互
い
を
思
い
や
る
心
は
必
ず
通

じ
合
う
』
と
い
う
ア
ニ
メ
『
リ
ロ
＆
ス

テ
ィ
ッ
チ
』
の
お
話
を
も
と
に
、
団
員
、

卒
業
生
、
育
成
母
集
団
、
指
導
者
が
一

致
団
結
し
て
皆
さ
ん
に
作
品
を
お
届
け

し
ま
す
。

▼
日
時
　
3
月
24
日
（
日
）

開
場
　
午
後
1
時

開
演
　
午
後
1
時
30
分

▼
場
所
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ス
ポ
ー

ツ
公
園
　
体
育
館

▼
入
場
料
　
無
料

▼
持
ち
物
　
ス
リ
ッ
パ

■
問
合
せ
先

　
一
宮
体
操
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
　
村
松

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
1
0
4
9

　
先
着
2
0
1
3
人
へ
の
来
場
者
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
は
じ
め
、
ご
当
地
グ
ル
メ
フ

ェ
ア
、
山
梨
の
産
業
や
特
産
品
フ
ェ
ア

や
山
梨
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
大
集
合
な
ど
、

イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

▼
日
時
　
3
月
23
日
（
土
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▼
場
所
　
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨

　
（
甲
府
市
大
津
町
）

■
問
合
せ
先

　
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

　
☎
0
5
5
（
2
3
7
）
3
2
1
5

前回の大会より前回の大会より



　
桜
を
観
察
し
た
り
植
え
た
り
し
て
、

春
の
1
日
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
　
4
月
7
日
（
日
）

受
付
　
午
前
9
時
か
ら

開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

※
雨
天
の
場
合
は
、
室
内
で
植
物
教
室

を
行
い
ま
す
。

▼
集
合
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
講
師
　
大
久
保
栄
治
氏
（
山
梨
学
院

短
期
大
学
教
授
）

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
服
装
・
持
ち
物
　
汚
れ
て
も
良
い
服

装
お
よ
び
靴
、
筆
記
用
具

▼
申
込
期
日

　
3
月
7
日
（
木
）
午
前
9
時
か
ら

　
花
や
風
景
な
ど
身
近
な
も
の
を
題
材

に
し
て
、
絵
手
紙
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
　
4
月
20
日
（
土
）

　
受
付
　
午
前
9
時
か
ら

　
開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所
ホ
ー

ル
▼
講
師
　
風
間
繁
樹
氏
（
山
梨
美
術
協

会
会
員
）

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
1
0
0
円
（
材
料
費
）

▼
申
込
期
日
　
3
月
20
日
（
水
・
祝
）

　
午
前
9
時
か
ら

　
季
節
の
植
物
を
使
っ
て
寄
せ
植
え
を

作
り
ま
す
。

▼
日
時
　
4
月
27
日
（
土
）

受
付
　
午
前
9
時
30
分
か
ら

開
催
　
午
前
10
時
〜
正
午

▼
集
合
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
講
師
　
福
嶋
孝
一
氏
（
エ
ス
プ
リ
ガ

ー
デ
ン
代
表
）

▼
定
員
　
24
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
2
0
0
0
円
（
材
料
費
）

▼
服
装
・
持
ち
物
　
園
芸
が
で
き
る
服

装
、
手
袋
、
移
植
ゴ
テ

▼
申
込
受
付
　
3
月
27
日
（
水
）

　
午
前
9
時
か
ら

▼
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
窓
口
に
て

受
け
付
け
ま
す
。

※
各
イ
ベ
ン
ト
の
申
し
込
み
は
、
本
人

ま
た
は
保
護
者
に
限
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
2
8
0
5

種
目
・
資
格
概
要
・
受
付
期
間

▼
幹
部
候
補
生
（
一
般
）

○
大
卒
程
度
試
験

○
院
卒
者
試
験

○
4
月
26
日
（
金
）
ま
で

※
大
卒
程
度
お
よ
び
院
卒
者
の
各
試
験

は
併
願
が
可
能
で
す
。

▼
幹
部
候
補
生
（
歯
科
・
薬
剤
科
）

○
専
門
の
大
卒
（
見
込
含
）
20
歳
以
上

30
歳
未
満
の
方
（
薬
剤
は
20
歳
〜
28

歳
未
満
の
方
）

○
4
月
26
日
（
金
）
ま
で

▼
医
科
・
歯
科
幹
部
自
衛
官

○
医
師
・
歯
科
医
師
の
免
許
取
得
者

①
4
月
26
日
（
金
）
ま
で

②
10
月
1
日
（
火
）
〜
18
日
（
金
）

※
①
で
採
用
予
定
数
に
達
し
た
場
合
②

を
実
施
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
試
験
日
・
資
格
等
の
詳
細
の
ほ
か
、

予
備
自
衛
官
補
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
自
衛
隊
　
甲
府
募
集
案
内
所

　
☎
0
5
5
（
2
2
8
）
6
4
2
7

　バスにて上芦川に移動後、

現地散策会を行います。芦

川の歴史、兜造民家の特徴

や石垣の景観などについて

分かりやすく解説します。

農産物直売所「おごっそう

屋」にも立ち寄ります。

　日時　3月23日（土）
集合…午前9時、出発…午前9時15分
解散…午後0時30分（予定）

※小雨決行

　集合場所
市役所八代支所駐車場

　定員　30人（応募者多数の場合、市民優先の先着順）

　参加料　無料

　申込期間　3月4日（月）～8日（金）
　午前8時30分～午後5時

　申込方法　電話でお申し込みください。
※持ち物等、詳しくは参加決定通知と共にお知らせします。

■申込・問合せ先　文化財課　☎055（261）3342

▼
▼

▼
▼

▼
▼

かぶとづくり

　桃の摘果・袋かけ、ぶ

どうの誘引・房作り・摘

粒の講習会を実施します。

受講者には、果樹栽培技

術のノウハウを１冊にま

とめたガイドブックをお

渡しします。

　対象　市内在住で果樹

栽培技術の習得に意欲のある方

　日程　４月下旬から6月下旬のうち10日間程度

　受講料　無料

　申込期限　４月15日（月）

　申込方法　電話でお申し込みください。

■申込・問合せ先　市援農支援センター（市役

所一宮支所シルバー　人材センター内）

　☎�0553（47）6130

※注意　４月より、事務所移転のため電話番号

が変わります。電話がつながらない場合は、

JAふえふき営農支援センターへお問い合わせ

ください。

　☎�055（265）1607

▼
▼

▼
▼

▼

昨年（平成24年度）講習会の様子
ぶどうの摘粒（石和町東油川）

　
笛
吹
ロ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
石
和
温
泉

駅
前
広
場
を
活
動
拠
点
と
し
て
、
「
市

の
花
」
で
あ
る
バ
ラ
に
よ
る
景
観
づ
く

り
を
す
す
め
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で

す
。
笛
吹
ロ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
て
、

後
藤
み
ど
り
先
生
（
コ
マ
ツ
ガ
ー
デ
ン

代
表
）
と
バ
ラ
づ
く
り
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。

▼
資
格
　
バ
ラ
が
好
き
な
方
（
ご
夫
婦
、

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
参
加
も
で
き
ま
す
）

▼
活
動
内
容

○
剪
定
・
施
肥
な
ど
栽
培
講
習
会

○
ポ
プ
リ
づ
く
り
な
ど
の
講
習
会

○
花
ガ
ラ
摘
み
・
剪
定
な
ど
管
理
作
業

○
バ
ラ
博
ま
た
は
バ
ラ
庭
園
な
ど
の
見

学
会
　
な
ど

※
活
動
は
主
と
し
て
土
曜
日
の
午
前
中

に
行
い
ま
す
。

▼
年
会
費
　
3
0
0
0
円
（
活
動
内
容

に
よ
っ
て
別
途
参
加
者
負
担
金
あ
り
）

※
ご
本
人
の
事
情
で
退
会
す
る
場
合
、

会
費
は
お
返
し
で
き
ま
せ
ん
。

▼
申
込
期
間
　
3
月
1
日
（
金
）
〜
25
日

（
月
）
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）

▼
申
込
方
法
　
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
に

備
え
て
あ
る
申
込
書
に
記
入
し
、
年

会
費
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

・
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
（
春
日
居
庁
舎

２
階
）

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
1
8
0
1

・
笛
吹
ロ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
事
務
局
　
原
田

　
☎
0
9
0
―
2
4
1
2
―
3
9
1
1

　
通
信
制
は
、
主
に
自
宅
学
習
に
よ
る

レ
ポ
ー
ト
作
成
と
ス
ク
ー
リ
ン
グ
に
よ

っ
て
高
等
学
校
卒
業
の
資
格
が
得
ら
れ

る
課
程
で
す
。

　
毎
日
登
校
す
る
全
日
制
・
定
時
制
と

は
学
習
形
態
が
違
い
、
自
分
の
ペ
ー
ス

で
学
習
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
生
涯
学
習
の
観
点
か
ら
特
定

の
科
目
を
選
び
、
学
習
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
出
願
期
間
【
検
査
日
】

○
第
1
期
　
3
月
4
日
（
月
）
〜
5
日
（
火
）

【
3
月
15
日
（
金
）
】

○
第
2
期
　
3
月
18
日
（
月
）
〜
19
日
（
火
）

【
3
月
23
日
（
土
）
】

○
第
3
期
　
3
月
26
日
（
火
）
〜
28
日
（
木
）

【
3
月
29
日
（
金
）
】

※
各
出
願
期
間
の
時
間
は
い
ず
れ
も
午

前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
。

■
問
合
せ
先

　
県
立
中
央
高
等
学
校
�

通
信
制

　
☎
0
5
5
（
2
2
6
）
4
4
1
1

　
県
教
育
委
員
会
は
、
平
成
25
年
度
こ

と
ぶ
き
勧
学
院
峡
東
教
室
の
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
が
知
識
や
技

能
を
磨
き
、
生
き
が
い
と
と
も
に
地
域

文
化
の
指
導
者
と
し
て
貢
献
す
る
資
質

を
身
に
つ
け
る
場
で
す
。

▼
入
学
資
格
　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の

方
▼
授
業
日
　
主
に
火
曜
日
（
年
間
19
日
）

2
年
間

▼
学
習
場
所
　
県
立
文
学
館
・
東
山
梨

合
同
庁
舎
等

▼
基
本
学
習
費
　
1
万
6
0
0
0
円

※
申
込
方
法
等
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
峡
東
教
育
事
務

所
　
担
当
　
益
田
・
石
川

　
☎
0
5
5
3
（
2
0
）
2
7
3
2



　
韓
国
料
理
研
究
家
　
金
純
子
先
生
に

よ
る
第
4
回
韓
国
料
理
教
室
を
開
催
し

ま
す
。
今
回
は
、
平
成
24
年
度
最
後
の

韓
国
料
理
の
教
室
で
す
。

▼
日
時
　
3
月
10
日
（
日
）

　
午
後
1
時
30
分
か
ら

▼
場
所
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ

い
文
化
館
　
調
理
実
習
室

▼
メ
ニ
ュ
ー
　
カ
ム
ジ
ャ
タ
ン
（
鶏
と

じ
ゃ
が
い
も
の
煮
込
み
）
ほ
か

▼
参
加
費
　
1
人
2
0
0
0
円
（
材
料
・

講
師
代
含
む
）

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ

ン
・
三
角
巾
・
お

持
ち
帰
り
容
器

▼
申
込
期
限

　
3
月
8
日
（
金
）

▼
申
込
方
法

　
　
電
話
ま
た
は
窓

口
に
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
い
ち
の
み
や
桃

の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
6
0
6
6

　
3
Ｂ
体
操
の
ジ
ュ
ニ
ア
を
対
象
に
し

た
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
ベ
ル
や
ベ

ル
タ
ー
を
使
っ
た
ダ
ン
ス
や
ゲ
ー
ム
が

盛
り
だ
く
さ
ん
。
参
加
は
無
料
で
す
。

▼
対
象
　
２
歳
児
か
ら
小
学
生
（
親
子

参
加
可
）

▼
日
時
　
3
月
30
日
（
土
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
会
場
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ス
ポ
ー

ツ
公
園
体
育
館

▼
持
ち
物
　
体
育
館
履
き
、
汗
ふ
き
タ

オ
ル

■
問
合
せ
先
　
（
公
社
）
日
本
3
Ｂ
体
操

協
会
山
梨
県
支
部
　
山
田

　
☎
0
9
0
―
4
6
7
9
―
6
8
2
1

　
皆
さ
ん
の
「
善
意
」
に
支
え
ら
れ
る

「
献
血
」
で
、
病
気
や
け
が
で
苦
し
む

人
が
救
わ
れ
ま
す
。
献
血
を
と
お
し
て

健
康
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
よ

り
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所

○
3
月
22
日
（
金
）

・
春
日
居
支
所

　
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

・
一
宮
支
所

　
午
後
1
時
〜
3
時
30
分

○
3
月
26
日
（
火
）

・
御
坂
支
所

　
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
午
後
0
時
30
分
〜
3
時
30
分

▼
献
血
の
手
順

①
献
血
の
申
し
込
み

②
問
診
・
血
圧
測
定

③
血
液
検
査
（
貧
血
検
査
お
よ
び
血
液

型
の
事
前
判
定
を
行
う
血
液
検
査
）

④
採
血
　
2
0
0
・
4
0
0
ml
の
献
血

で
お
よ
そ
20
分

⑤
休
養
・
水
分
補
給

⑥
献
血
カ
ー
ド
発
行

※
血
液
検
査
の
結
果
は
後
日
、
本
人
に

送
付
さ
れ
ま
す
。

※
献
血
前
の
検
査
や
問
診
、
血
液
検
査

な
ど
は
、
献
血
さ
れ
た
貴
重
な
血
液

を
安
心
し
て
治
療
に
利
用
す
る
た
め

で
す
が
、
献
血
さ
れ
る
ご
本
人
の
健

康
状
態
の
目
安
に
も
な
り
ま
す
。

▼
持
ち
物
　
献
血
カ
ー
ド
ま
た
は
、
本

人
確
認
の
で
き
る
物
（
運
転
免
許
証
、

各
種
保
険
証
な
ど
）

■
問
合
せ
先

　
健
康
づ
く
り
課
　
健
康
企
画
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

き
む
す
ん
じ
ゃ

　障がい者の権利および利益を守ることを目的として、
平成24年10月1日に「障害者虐待防止法」が施行され
ました。
　障がい者に対する虐待は、障がい者の尊厳をおびや
かし、自立や社会参加を妨げるため絶対にあってはな
らないことです。
　障がい者が、家族、施設などの職員、会社の事業主
などから虐待されていることに気づいた場合、または
障がい者本人が虐待を受けている場合は、速やかに担
当窓口にお知らせください。

■相談・通報・問合せ先
○月曜日～金曜日　午前８時30分～午後５時15分
・市役所�福祉総務課�障害福祉担当
　☎�055(262)1273　FAX�055(262)1276
・支援センター�ふえふき
　☎�055(263)1777　FAX�055(263)1769
・美咲園福祉支援センター
　☎�055(265)1850　FAX�055(265)1851
○休日・夜間
・市役所　☎055(262)4111
　（日直等による電話受付後、担当職員が対応します）

　
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
65
歳
以
上
の
方

を
対
象
と
し
た
体
操

講
座
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

　
各
地
域
の
福
祉
セ

ン
タ
ー
等
で
体
操
を

中
心
と
し
た
介
護
予

防
の
取
り
組
み
を
行

い
ま
す
。
健
康
な
体

を
つ
く
り
、
衰
え
を

予
防
、
回
復
し
ま
し

ょ
う
。

▼
対
象

次
の
す
べ
て
に
当
て

は
ま
る
方

○
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者

○
医
師
か
ら
運
動
を
と
め
ら
れ
て
い
な

い
方

○
貯
筋
塾
に
通
っ
て
い
な
い
方
、
介
護

保
険
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方

※
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
方
で
も
、
身

体
的
に
体
操
の
継
続
が
困
難
な
方
は

ご
遠
慮
願
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▼
講
師
　
中
村
美
千
恵
氏
（W

ith
.R

.G

ク
ラ
ブ
）

▼
内
容
　
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
転
倒
予

防
体
操
・
健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
年
2
回

の
体
力
測
定

▼
定
員
　
各
コ
ー
ス
25
人
（
先
着
順
）

※
安
全
管
理
上
、
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。

▼
参
加
費
　
無
料

※
た
だ
し
①
コ
ー
ス
な
ご
み
の
湯
に
つ

き
ま
し
て
は
入
館
料
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

▼
申
込
期
日
　
3
月
12
日
（
火
）

　
午
前
8
時
30
分
か
ら

▼
申
込
方
法
　
各
地
域
事
務
所
に
て
電

話

ま

た

は

窓

口

で

お

申

し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
は

1

人

1

コ

ー

ス

の

み

と

さ

せ

て

い

た

だ

き
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
教
室
の
詳
細
、
申
し
込
み
は
希
望

コ
ー
ス
の
地
域
事
務
所
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
①
②
コ
ー
ス
…
石
和
地
域
事
務
所

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
1
2
6
7

・
③
コ
ー
ス
…
御
坂
地
域
事
務
所

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
0
8
4
8

・
④
⑤
⑥
コ
ー
ス
…
一
宮
地
域
事
務
所

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
2
2
8
8

・
⑦
コ
ー
ス
…
八
代
地
域
事
務
所

　
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
2
2
4
0

・
⑧
⑨
⑩
コ
ー
ス
…
春
日
居
地
域
事
務

所
　
☎
0
5
5
3
（
2
6
）
3
6
6
7

※
境
川
・
芦
川
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

は
⑦
コ
ー
ス
八
代
地
域
事
務
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
お
子
さ
ま
の
「
き
こ
え
」
「
こ
と
ば
」

の
こ
と
で
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

▼
対
象
　
0
歳
児
か
ら
大
学
生
ま
で

▼
日
時
　
3
月
17
日
（
日
）・
18
日
（
月
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

▼
場
所
　
県
立
ろ
う
学
校
（
山
梨
市
大

野
1
0
0
9
）

▼
相
談
内
容

○
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
関
す

る
悩
み
の
相
談

○
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
不
安

の
あ
る
お
子
さ
ん
へ
の
か
か
わ
り
方

（
育
児
相
談
）
・
生
活
や
学
習
（
教

育
相
談
）
に
つ
い
て

○
聴
力
測
定
　
○
補
聴
器
相
談

▼
申
込
期
限
　
3
月
13
日
（
水
）

　
午
後
5
時

▼
申
込
方
法
　
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

日
時
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
電
話
や
E
メ
ー
ル
で
の
相
談
も
常
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
相

談
期
間
中
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
相
談
会
は
ろ
う
学
校
入
学
と
は

関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
先

　
ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
手
塚

　
☎
0
5
5
3
（
2
2
）
1
3
7
8

　
℻
0
5
5
3
（
2
2
）
6
4
1
9

　
E
メ
ー
ル

　s
o

d
a

n
@

r
o

g
a

k
o

.k
a

i.e
d

.jp

▼日時・会場等

開催時間

午前10時～11時30分

午前10時～11時30分

午前10時～11時30分

午前10時～11時30分

午後1時30分～3時　

午後1時30分～3時　

午前10時～11時30分

午前10時～11時30分

午前10時～11時30分

午前10時～11時30分

開催曜日

毎月第2・第4金曜日

毎月第1・第3金曜日

毎月第2・第4火曜日

毎月第1・第3火曜日

毎月第1・第3木曜日

毎月第2・第4木曜日

毎月第2・第4木曜日

毎月第1・第3水曜日

毎月第2・第4水曜日

毎月第1・第3木曜日

なごみの湯

JA笛吹富士見支所

御坂福祉センター

一宮保健センター

一宮保健センター

一宮保健センター

八代福祉センター

春日居福祉会館

春日居福祉会館

春日居福祉会館

石和

石和

御坂

一宮

一宮

一宮

八代

春日居

春日居

春日居

コース

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

会　　場



注１：視覚障害4級においては4級の1のみになり
ます。

注２：喉頭摘出による音声機能障がいがある場合
に限ります。

注３：両上肢に障がいがある場合に限ります。
注４：下肢不自由については、両下肢に障がいが

ある場合に限り、生計を一にする方および
単身で生活する障がい者を常時介護する方
の運転が認められます。

◎印は、本人運転のみ該当します。
○印は、本人運転、または、生計を一にする方お
よび単身で生活する障がい者を常時介護する方の
運転が認められます。

　
市
で
は
、
市
内
に
お
住
ま
い
の
障
が

い
者
等
が
、
地
域
で
自
立
し
た
在
宅
生

活
が
送
れ
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
「
社
会
参
加
支
援
事
業
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
を
す
で
に
受
け
て
い
る
方

に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
度
の
更
新
申

請
を
3
月
6
日
（
水
）
か
ら
受
け
付
け
ま

す
。

　
な
お
、
新
た
に
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
さ

れ
る
方
は
随
時
、
申
請
が
で
き
ま
す
。

▼
対
象
　
身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
者

（
児
）
お
よ
び
発
達
障
害
者
（
児
）

▼
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

○
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
　
ガ
イ
ド
ヘ
ル

パ
ー
や
車
輌
に
よ
る
移
動
支
援
の
サ

ー
ビ
ス

○
日
中
一
時
支
援
サ
ー
ビ
ス
　
日
中
の
一

時
預
か
り
を
中
心
と
し
た
サ
ー
ビ
ス

○
生
活
訓
練
等
サ
ー
ビ
ス
　
短
期
の
訓

練
に
よ
り
日
常
生
活
能
力
の
向
上
を

図
る
サ
ー
ビ
ス

　
サ
ー
ビ
ス
量
は
聞
き
取
り
等
、
調
査

の
上
決
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
他
の
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

対
象
と
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
場
所
　
福
祉
総
務
課
（
石
和
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
ま
た
は
各
支
所

■
問
合
せ
先

　
福
祉
総
務
課
　
障
害
福
祉
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
1
2
7
3

　
在
宅
の
重
度
心
身
障
が
い
者
（
児
）
お

よ
び
要
介
護
高
齢
者
の
方
は
通
常
の
交

通
機
関
を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
こ

と
か
ら
、
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
場
合

に
そ
の
料
金
の
一
部
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
　
次
の
ア
、
イ
、
ウ
い
ず
れ
か

の
項
目
に
該
当
し
、
か
つ
、
自
動
車

税
、
軽
自
動
車
税
等
の
減
免
を
受
け

て
い
な
い
方
で
、
市
の
住
民
基
本
台

帳
ま
た
は
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録

さ
れ
て
い
る
在
宅
の
方

ア.
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た

方
で
、
障
が
い
程
度
が
肢
体
不
自
由

も
し
く
は
視
覚
障
害
1
級
ま
た
は
2

級
に
該
当
す
る
方
お
よ
び
内
部
機
能

障
害
1
級
の
方

イ.
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
方
で
、

障
が
い
程
度
が
Ａ
に
当
て
は
ま
る
方

ウ.
要
介
護
高
齢
者
（
非
課
税
世
帯
で
介

護
慰
労
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
方

に
介
護
さ
れ
て
い
る
方
）

▼
有
効
期
間
　
平
成
25
年
4
月
1
日
〜

平
成
26
年
3
月
31
日

▼
助
成
内
容
　
タ
ク
シ
ー
利
用
乗
車
券

（
1
枚
5
9
0
円
）
を
年
間
で
48
枚

交
付
（
重
度
心
身
障
害
者
（
児
）
タ
ク

シ
ー
券
お
よ
び
社
会
参
加
タ
ク
シ
ー

券
の
各
24
枚
）

▼
受
付
期
日
　
3
月
25
日
（
月
）
か
ら

※
平
成
25
年
5
月
以
降
に
申
請
し
た
場

合
は
、
交
付
枚
数
が
減
り
ま
す
。

▼
申
請
受
付
・
交
付
場
所

福
祉
総
務
課
（
石
和
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
）
ま
た
は
各
支
所

▼
持
ち
物
　
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育

手
帳
・
印
鑑

■
問
合
せ
先

　
福
祉
総
務
課
　
障
害
福
祉
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
1
2
7
3

�
ま
た
は
各
支
所

　
障
が
い
を
持
っ
て
い
る
方
は
、
そ
の

障
が
い
の
程
度
に
よ
り
軽
自
動
車
税
の

減
免
措
置
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
軽
自
動
車
税
は
4
月
1
日
現
在
の
車

所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

※
対
象
車
両
は
、
申
請
者
が
所
有
し
て

い
る
車
両
で
あ
る
こ
と
が
原
則
で
す
。

（
18
歳
未
満
の
申
請
者
ま
た
は
療
育

手
帳
・
精
神
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病

者
手
帳
所
有
者
は
、
例
外
と
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
）

※
普
通
自
動
車
税
の
減
免
、
障
害
者
タ

ク
シ
ー
券
な
ど
と
合
わ
せ
て
申
請
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
受
付
期
間

　
5
月
7
日
（
火
）
〜
24
日
（
金
）

■
受
付
・
問
合
せ
先

　
税
務
課
　
市
民
税
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

�
ま
た
は
各
支
所

【減免に該当する身体障がいの程度】

○

　

　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　

　

　

　

◎

○

○

○

◎

　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　

　

○

○

○

　

　

　

　

○

○

１
級

2
級

3
級

4
級

5
級

6
級

障がいの程度

視覚障害（注1）

聴覚障害

平衡機能障害

音声機能障害（注2）

上肢不自由（注3）

下肢不自由（注4）

体幹不自由

心臓機能障害

腎臓機能障害

呼吸器機能障害

ぼうこうまたは
直腸の機能障害

小腸の機能障害

ヒト免疫不全ウ
ィルスによる免
疫機能障害

肝臓機能障害

○

○

○

○

◎

◎

◎

子
ど
も
予
防
接
種
週
間

　
3
月
1
日
（
金
）
〜
7
日
（
木
）
は
「
子

ど
も
予
防
接
種
週
間
」
と
し
て
、
予
防

接
種
に
関
す
る
取
り
組
み
が
協
力
医
療

機
関
等
に
お
い
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
母
子
健
康
手
帳
の
予
防

接
種
記
録
を
確
認
し
、
受
け
て
い
な
い

予
防
接
種
が
あ
る
方
は
、
か
か
り
つ
け

医
に
相
談
の
う
え
、
接
種
し
て
く
だ
さ

い
。

新
入
学
児
童
、
中
学
1
年
生
、
高
校
を

卒
業
す
る
方
が
対
象

　
次
の
各
項
目
に
当
て
は
ま
る
方
は
、

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種
（
第
2

期
・
第
3
期
・
第
4
期
）
の
対
象
者
で

す
。

　
麻
し
ん
は
重
症
に
な
る
と
生
命
に
危

険
を
及
ぼ
し
た
り
、
重
い
後
遺
症
を
残

す
こ
と
が
あ
り
、
予
防
接
種
を
し
て
い

な
い
と
国
外
へ
の
旅
行
が
制
限
（
入
国

を
拒
否
）
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

大
学
等
の
進
学
先
か
ら
接
種
済
み
の
確

認
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
平
成
25
年
3
月
31
日
ま
で
無
料
で
予

防
接
種
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
昨
年
３
月

に
予
診
票
を
送
付
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

ま
だ
接
種
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
3
月

中
の
接
種
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
小
学
校
就
学
前
の
方
【
第
2
期
】
…

平
成
18
年
4
月
2
日
〜
平
成
19
年
4

月
1
日
生
ま
れ

▼
中
学
1
年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の
方

【
第
3
期
】
…
平
成
11
年
4
月
2
日

〜
平
成
12
年
4
月
1
日
生
ま
れ

▼
高
校
3
年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の
方

【
第
4
期
】
…
平
成
6
年
4
月
2
日

〜
平
成
7
年
4
月
1
日
生
ま
れ

■
問
合
せ
先

健
康
づ
く
り
課
　
母
子
保
健
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

　
4
月
か
ら
6
月
の
親
子
あ
そ
び
に
参

加
す
る
親
子
を
募
集
し
ま
す
。

り
ん
ご
の
じ
か
ん

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
2
歳
以
上
4
歳

未
満
の
未
就
園
児
親
子

※
4
月
1
日
時
点
で
の
年
齢

▼
日
時
（
1
期
）
　
4
月
24
日
、
5
月
8
日
・

22
日
・
29
日
、
6
月
5
日
・
12
日
（
い
ず

れ
も
水
曜
日
、
全
6
回
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
10
分

▼
定
員
　
35
組

▼
参
加
費
　
無
料

ひ
め
り
ん
ご
の
じ
か
ん

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
1
歳
以
上
2
歳

未
満
の
未
就
園
児
親
子

※
4
月
1
日
時
点
で
の
年
齢

▼
日
時
（
1
期
）
　
4
月
25
日
、
5
月
9
日
・

23
日
・
30
日
、
6
月
6
日
・
13
日
（
い
ず

れ
も
木
曜
日
、
全
6
回
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

▼
定
員
　
25
組

▼
参
加
費
　
無
料

「
り
ん
ご
の
じ
か
ん
」
「
ひ
め
り
ん
ご

の
じ
か
ん
」
の
共
通
事
項

▼
場
所
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
　
き

っ
ず
み
さ
か

▼
内
容
　
体
遊
び
・
昔
話
遊
び
・
ス
タ

ン
プ
遊
び
・
小
麦
粉
粘
土
遊
び
・
新

聞
紙
遊
び
な
ど

▼
申
込
期
日
　
3
月
15
日
（
金
）・
16
日
（
土
）

の
2
日
間
の
み
受
付
。
受
付
時
間
は

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
。

▼
申
込
方
法
　
電
話
予
約
は
で
き
ま
せ

ん
。
必
ず
来
館
し
て
必
要
事
項
を
申

込
用
紙
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
申

し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
な
り

ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
き
っ
ず
み
さ
か
　

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
8
6
8
8

笛吹市の食材
じゃがいも

材　料（4人分）　じゃがいも（中）…4個　ツナ缶…1缶
溶けるチーズ…大さじ4　片栗粉…大さじ3　塩…少々
サラダ油…適量

【作り方】
①じゃがいもは皮をむき、生のまますりおろしてボ

ウルに入れ、ツナ・チーズ・片栗粉・塩と混ぜ合わせる。
②フライパンにうすく油をひき、①で作ったタネを

スプーンで落とし、うすく広げる。
③中火で両面に焼き色がつくまで焼く。

副菜１つ

■問合せ先
　健康づくり課　健康企画担当　☎�055（261）1901



　
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら
、
子

ど
も
た
ち
に
人
気
の
ミ
ッ
フ
ィ
ー
の
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
弁
当
を
作
り
ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
未
就
学
児
親

▼
日
時
　
3
月
21
日
（
木
）

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
八
代
総
合
会
館
　
調
理
室

▼
定
員
　
16
組
（
先
着
順
・
託
児
付
）

▼
参
加
費
　
5
0
0
円

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
子

供
用
弁
当
箱
、
米
二
分
の
一
カ
ッ
プ

▼
申
込
期
日
　
3
月
1
日
（
金
）
か
ら

▼
申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
　
き
っ
ず
や
つ
し
ろ

　
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
2
5
2

　
親
子
で
音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か

し
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
　
1
歳
6
カ
月
以
上
の
未
就
園

児
親
子

▼
日
時
　
3
月
25
日
（
月
）

　
受
付
　
午
前
10
時
か
ら

　
開
催
　
午
前
10
時
10
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
わ
か
ば
保
育
園
　
お
遊
戯
室

▼
講
師
　
渡
辺
光
美
氏
（
リ
ズ
ム
・
オ

ブ
・
ラ
ブ
主
宰
）

▼
定
員
　
30
組
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物
　
飲
み
物
、
お
子
さ
ん
の
身

の
回
り
の
物

▼
申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
支
援
セ
ン
タ
ー
わ
か
ば
保
育
園

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
8
0

　
子
育
て
中
の
マ
マ
の
た
め
の
講
座
で

す
。

▼
日
時

5
月
17
日
・
31
日
、
6
月
14
日
・
28
日
、

7
月
12
日

（
す
べ
て
金
曜
日
・
5
回
連
続
講
座
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分

▼
場
所
　
リ
バ
ー
ス
和
戸
（
県
立
青
少

年
セ
ン
タ
ー
隣
）

▼
参
加
費
　
1
万
3
5
0
0
円
（
5
回

分
）

※
託
児
　
15
人
（
1
人
1
日
１
０
０
０

円
）

▼
主
催
　H

a
p

p
y

M
o

m
m

y
P

r
o

je
c

t

山
梨
（
現
役
マ
マ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

▼
申
込
期
日
　
3
月
21
日
（
木
）
か
ら

▼
申
込
方
法
　
氏
名
、
携
帯
電
話
番
号

を
E
メ
ー
ル
（
携
帯
メ
ー
ル
可
）
で
、

送
信
く
だ
さ
い
。

E
メ
ー
ル

m
a

m
a

ik
i1

8
8

@
g

m
a

il.c
o

m

▼
後
援

　
笛
吹
市
ほ
か

■
問
合
せ
先

H
a

p
p

y
M

o
m

m
y

P
r
o

je
c

t

山
梨

伊
丹

　
☎
0
9
0
―
4
0
9
6
―
6
5
5
4

■問合せ先　児童課　☎�055(261)1904

　市では、ひとり親家庭の「生活維持」や「仕事と家

事・育児の両立」などを支援するため、次の事業を行

っています。

　ひとり親家庭相談

　母子自立支援員が、ひとり親家庭を対象に、就労・

生活全般・養育についての相談支援を行っています。

　母子家庭自立支援給付金

○高等技能訓練促進費等給付金

　２年以上、看護師などの資格を取るため養成機関

において修学する場合に生活費等が給付されます。

○自立支援教育訓練給付金

　知識・技能の習得のための雇用保険制度の教育訓

練給付指定講座等の受講料の一部が補助されます。

　児童扶養手当

　ひとり親家庭（ひとり親家庭の児童を養育してい

る父または母等）の生活の安定と自立を助け、児童

の福祉の増進を目的に支給されます。

　ひとり親家庭医療費助成

　18歳未満の児童を養育するひとり親家庭に保険診

療分の医療費が助成されます。

　ひとり親家庭小中学校入進学祝金

　ひとり親家庭の経済的負担の軽減をとおして、児

童の健全育成のための祝金が

支給されます。

　母子寡婦福祉資金

　母子家庭の生活の安定を

図るための貸付制度です。

※給付や助成を受ける際には、

一定の要件および審査が

あります。詳しくはお問

い合わせください。

▼
▼

▼
▼

▼
▼

　
保
育
料
の
徴
収
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
ま
で
4
・
5
月
の
2
カ
月
分
を
合
わ

せ
て
徴
収
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
年
度

か
ら
は
各
月
で
徴
収
し
ま
す
。
算
定
方

法
は
、
4
〜
6
月
分
を
平
成
23
年
分
の

所
得
税
で
算
定
し
、
そ
の
後
税
額
が
確

定
す
る
7
月
に
平
成
24
年
分
の
所
得
税

額
に
よ
り
本
算
定
を
行
い
ま
す
。

　
仮
算
定
額
と
本
算
定
額
と
の
間
に
差

が
生
じ
る
場
合
に
お
い
て
、
保
育
料
が

減
額
に
な
っ
た
場
合
は
4
〜
6
月
分
の

過
納
分
を
7
〜
12
月
分
の
保
育
料
に
充

当
し
、
増
額
と
な
っ
た
場
合
は
7
〜
12

月
分
で
追
加
徴
収
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　
詳
し
く
は
、
保
育
料
決
定
通
知
に
同

封
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ご
理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
保
育
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
5
5

　
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
は
ら
ぺ
こ
あ

お
む
し
」
と
一
宮
図
書
館
司
書
に
よ
る

手
あ
そ
び
・
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
　
乳
幼
児
親
子

▼
日
時
　
3
月
15
日
（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

▼
場
所
　
一
宮
児
童
館

▼
定
員
　
20
組
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
期
限
　
3
月
9
日
（
土
）

▼
申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
一
宮
児
童
館

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
7
9
5
2

　
子
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
医
師
が
乳
幼

児
の
よ
く
か
か
る
感
染
症
に
つ
い
て
分

か
り
や
す
く
話
し
ま
す
。

▼
対
象
　
乳
幼
児
の
保
護
者

▼
日
時
　
3
月
14
日
（
木
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所
　
わ
か
ば
保
育
園
　
お
遊
戯
室

※
お
子
さ
ん
も
同
室
で
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▼
講
師
　
宮
本
直
彦
氏
（
げ
ん
き
キ
ッ

ズ
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

▼
定
員
　
20
人

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
期
限
　
3
月
13
日
（
水
）

▼
申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
支
援
セ
ン
タ
ー
わ
か
ば
保
育
園

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
8
0

　
学
生
で
あ
る
た
め
収
入
が
少
な
く
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
で
き
な
い

場
合
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
と
な
る
制
度
が
「
学
生
納
付
特
例

制
度
」
で
す
。

　
現
在
、
受
け
付
け
て
い
る
平
成
24
年

度
（
平
成
24
年
4
月
〜
25
年
3
月
分
）

の
申
請
の
締
め
切
り
は
平
成
25
年
4
月

30
日
で
す
。

　
承
認
期
間
は
一
年
度
ご
と
で
、
申
請

手
続
き
は
毎
年
度
必
要
で
す
。
今
年
度
、

承
認
期
間
が
切
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
方
、

平
成
24
年
度
中
に
20
歳
に
な
っ
た
方
で

ま
だ
特
例
制
度
の
申
請
を
さ
れ
て
い
な

い
方
は
急
い
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

学
生
納
付
特
例
の
対
象
と
な
る
学
生

　
大
学
・
短
大
・
高
等
学
校
・
高
等
専

門
学
校
・
専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校

な
ど
に
在
学
す
る
20
歳
以
上
の
学
生
等

で
、
学
生
本
人
の
23
年
中
所
得
が
１
１

８
万
円
以
下
の
方
。

※
在
学
し
て
い
る
学
校
等
が
対
象
か
、

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間

▼
平
成
24
年
度
の
承
認
期
間

　
平
成
24
年
4
月
〜
25
年
3
月

※
24
年
度
中
に
20
歳
に
な
っ
た
方
は
誕

生
月
か
ら
25
年
3
月
ま
で
で
す
。

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

○
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分

か
る
も
の
。

○
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書
（
い
ず

れ
も
コ
ピ
ー
可
）
　
※
在
学
証
明
書

に
つ
い
て
は
、
発
行
日
が
24
年
度
内

の
も
の
。

○
印
鑑
　
※
学
生
本
人
が
手
続
き
に
来

ら
れ
る
場
合
は
不
要

○
平
成
24
年
1
月
1
日
以
降
に
転
入
さ

れ
て
き
た
方
は
、
平
成
23
年
中
所
得

を
証
明
す
る
書
類
。（
平
成
24
年
度
所

得
課
税
証
明
、
所
得
証
明
な
ど
）

○
会
社
等
を
退
職
さ
れ
て
学
生
に
な
ら

れ
た
方
は
次
の
い
ず
れ
か
の
書
類
が

必
要
で
す
。

・
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票

・
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
喪
失
確
認

通
知
書

・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
　
な
ど
（
い

ず
れ
も
コ
ピ
ー
可
）

※
平
成
25
年
度
の
学
生
納
付
特
例
申
請

は
、
4
月
1
日
か
ら
受
け
付
け
を
始

め
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
・
国
民
健
康
保
険
課
　

高
齢
者
医
療
、
年
金
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

・
甲
府
年
金
事
務
所

　
☎
0
5
5
（
2
5
2
）
1
4
4
1



約9人に1人、年金記録が見つかっています

年額0万円→137万円年額98万円→234万円 年額43万円→154万円

若い頃に勤めていた
記録が見つかった

結婚前の旧姓の
記録が見つかった

名前の読み方が誤って登録
されていた記録が見つかった

例 例 例

年
金
記
録
問
題
に
つ
い
て
は

　
日
本
年
金
機
構
は
、
様
々
な
手
段
を

使
っ
て
、
持
ち
主
が
分
か
ら
な
い
記
録

の
持
ち
主
を
探
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
年
金
機
構
で
、
紙
台
帳
に
あ
る

記
録
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
記
録
と
を

突
き
合
わ
せ
、
持
ち
主
不
明
の
記
録
を

本
来
の
持
ち
主
の
も
の
と
す
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
皆
さ
ん
に
「
ね
ん
き
ん
特

別
便
」
を
お
送
り
し
、
心
当
た
り
の
記

録
に
つ
い
て
尋
ね
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
今
な
お
、
持
ち
主
が
分
か
ら
な
い

「
未
統
合
の
記
録
」
が
多
数
残
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

こ
の
た
び
の
「
気
に
な
る
年
金
記
録
、

再
確
認
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
つ
い
て

　
年
金
記
録
問
題
の
解
決
な
く
し
て
、

我
が
国
の
年
金
制
度
に
対
す
る
皆
さ
ん

の
信
頼
を
回
復
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
、

日
本
年
金
機
構
で
は

考
え
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
そ
の
解

決
に
つ
い
て
は
、
皆

さ
ん
一
人
ひ
と
り
の

ご
理
解
と
ご
協
力
が

不
可
欠
で
す
。
こ
の

た
め
、
手
掛
か
り
が

つ
か
め
な
い
記
録
に

つ
い
て
、
ご
本
人
か

ら
心
当
た
り
の
記
憶

を
申
し
出
て
い
た
だ

き
、
一
件
で
も
多
く

の
記
録
が
本
来
の
持

ち
主
に
つ
な
が
る
こ

と
を
目
指
し
、
平
成

25
年
1
月
か
ら
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
開
始
し

て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は

▼
年
金
受
給
者
、
被
保

険
者
す
べ
て
に
個
別
に

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

利
用
の
た
め
の
ア
ク
セ

ス
キ
ー
を
郵
送
し
、
ご

自
身
の
記
録
確
認
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

▼
「
も
れ
」
や
「
誤
り
」
が
起
こ
り
や

す
い
ケ
ー
ス
を
分
か
り
や
す
い
チ
ェ

ッ
ク
リ
ス
ト
に
ま
と
め
、
前
述
の
郵

便
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
周
知
し
、
気

づ
き
の
機
会
を
で
き
る
だ
け
増
や
し

ま
す
。

▼
気
に
な
る
年
金
記
録
が
あ
る
方
に
は
、

年
金
事
務
所
等
に
お
い
で
い
た
だ
き

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

年
金
事
務
所
等
に
ご
相
談
く
だ
さ

い　
ご
自
身
の
年
金
記
録
に
「
も
れ
」
や

「
誤
り
」
が
あ
る
の
で
は
と
心
配
の
方

は
、
ご
確
認
い
た
だ
き
、
お
近
く
の
年

金
事
務
所
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
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■
問
合
せ
先
　
甲
府
年
金
事
務
所

　
☎
0
5
5
（
2
5
2
）
1
4
4
1

　
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
「
ね
ん
き

ん
定
期
便
」
に
関
す
る
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

　「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
が
届
い
た
方
で
、

不
明
な
点
の
あ
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
の

相
談
も
引
き
続
き
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
日
時
　
3
月
13
日
（
水
）
　
午
前
9
時

〜
正
午
、
午
後
1
時
〜
4
時

▼
場
所
　
市
役
所
本
庁
3
階
�

会
議
室

▼
持
ち
物
　
ね
ん
き
ん
定
期
便
・
年
金

手
帳
な
ど

※
そ
の
他
参
考
に
な
り
そ
う
な
物
が
あ

り
ま
し
た
ら
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
国
民
健
康
保
険
課

　
高
齢
者
医
療
・
年
金
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
防
止

の
た
め
に
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
に
必
要
な

狩
猟
免
許
の
取
得
に
要
す
る
経
費
に
つ

い
て
、
市
か
ら
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま

す
。

▼
対
象

　
次
の
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
方

○
新
規
に
わ
な
猟
お
よ
び
第
一
種
銃
猟

の
狩
猟
免
許
を
取
得
し
た
方

○
免
許
取
得
後
、
地
区
猟
友
会
に
加
入

し
、
有
害
鳥
獣
駆
除
等
に
従
事
で
き

る
方
　

○
市
内
に
住
所
を
有
し
、
市
税
等
の
滞

納
の
な
い
方

▼
補
助
対
象
経
費
　
次
の
経
費
の
全
額

が
補
助
対
象
で
す
。

○
狩
猟
免
許
申
請
手
数
料
（
５
２
０
０

円
）

○
（
社
）
山
梨
県
猟
友
会
が
狩
猟
試
験
の

た
め
に
行
う
狩
猟
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講

料
（
5
0
0
0
円
）

■
問
合
せ
先

　
農
林
振
興
課
　
農
林
経
営
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
2
0
3
3

　
平
成
25
年
度
の
下
水
道
事
業
受
益
者

負
担
金
賦
課
の
対
象
と
な
る
皆
さ
ん
に

は
、
3
月
下
旬
に
申
告
書
を
送
付
し
ま

す
。
こ
の
申
告
書
に
は
受
益
地
の
地
目
・

面
積
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
て
、
受
益

者
負
担
金
を
お
支
払
い
い
た
だ
く
た
め

の
重
要
な
資
料
と
な
り
ま
す
。
内
容
の

ご
確
認
と
、
注
意
事
項
お
よ
び
添
付
書

類
等
を
お
読
み
の
上
、
必
ず
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。

※
申
告
書
を
返
送
さ
れ
な
い
場
合
で
も

条
例
施
行
規
則
に
よ
り
認
定
さ
れ
、

賦
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
提
出
締
切
日
　
申
告
書
発
送
後
10

日
前
後
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
注
意
点

Q
　
申
告
書
は
誰
に
送
付
さ
れ
る
の

で
す
か
。

A
　
原
則
、
申
告
書
は
そ
の
土
地
の

所
有
者
の
方
に
お
送
り
し
ま
す
。

所
有
し
て
い
る
土
地
に
つ
い
て
権

利
関
係
等
が
あ
る
場
合
は
、
申
告

書
に
よ
っ
て
受
益
者
を
決
定
し
ま

す
。

　
な
お
、「
受
益
者
が
誰
に
な
る
か
」

等
は
図
を
参
考
に
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

Q
　
負
担
金
の
支
払
は
い
つ
頃
で
す

か
。
ま
た
ど
ん
な
方
法
が
あ
り
ま

す
か
。

A
　
負
担
金
の
お
支
払
は
6
月
か
ら

に
な
り
ま
す
。
お
支
払
方
法
は
、

報
奨
金
の
つ
く
一
括
納
付
や
分
割

納
付
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必

ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

明
記
が
な
い
場
合
、
お
支
払
方
法

は
報
奨
金
の
つ
か
な
い
分
割
納
付

に
な
り
ま
す
。

※
猶
予
解
除
し
た
土
地
や
減
免
の
対
象

の
土
地
に
つ
い
て
は
、
報
奨
金
の
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

Q
　
支
払
を
口
座
振
替
で
し
た
い
の
で

す
が
、
手
続
き
は
必
要
で
す
か
。

A
　
口
座
振
替
で
の
お
支
払
い
を
希
望

す
る
場
合
は
、
同
封
の
口
座
振
替
依

頼
書
に
ご
記
入
の
う
え
、
次
の
金
融

機
関
に
て
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

水
道
使
用
料
な
ど
と
同
じ
口
座
か
ら

引
き
落
と
す
場
合
で
も
、
「
受
益
者

負
担
金
」
と
し
て
の
手
続
き
は
必
要

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
過
去
に
今
回

の
申
告
と
は
別
の
土
地
に
つ
い
て
、

受
益
者
負
担
金
の
口
座
振
替
手
続
き

を
し
た
事
が
あ
る
方
に
つ
き
ま
し
て

も
、
お
手
数
で
す
が
今
回
改
め
て
手

続
き
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

例
年
、
口
座
振
替
依
頼
書
を
申
告
書
と

一
緒
に
市
役
所
に
送
ら
れ
る
方
が
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
市
役
所
で
は
手
続

き
が
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
金
融
機
関
の

窓
口
に
お
い
て
、
ご
自
分
で
手
続
き
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
取
扱
金
融
機
関

○
市
指
定
金
融
機
関
（
次
の
本
店
お
よ

び
各
支
店
）

・
山
梨
中
央
銀
行

・
笛
吹
農
業
協
同
組
合

・
フ
ル
ー
ツ
山
梨
農
業
協
同
組
合
（
本

所
・
金
融
取
扱
支
所
）

・
甲
府
信
用
金
庫

・
山
梨
信
用
金
庫

・
山
梨
県
民
信
用
組
合

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

■
問
合
せ
先
　
下
水
道
課
　
総
務
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
7

　
住
み
よ
い
笛
吹
市
を
つ
く
る
た
め
、

市
税
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重

な
財
源
で
す
。

　
市
税
に
未
納
が
あ
る
方
に
は
、
督
促

状
や
催
告
書
を
発
送
し
て
い
ま
す
の
で
、

内
容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
納
め
忘
れ
が

あ
る
場
合
は
、
至
急
納
付
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
納
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
は
、

納
期
内
に
納
め
た
人
と
の
公
平
性
を
保

つ
た
め
、
延
滞
金
や
督
促
料
が
加
算
さ

れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
納
税
の
お
願
い
を

し
て
も
納
付
し
て
い
た
だ
け
な
い
時
に

は
、
法
律
に
基
づ
き
、
給
与
・
預
貯
金
・

生
命
保
険
・
不
動
産
な
ど
を
調
査
し
、

差
し
押
さ
え
に
よ
る
滞
納
処
分
を
行
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
税
負
担
の
公
平
性
・

公
正
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
督
促
や

催
告
の
実
施
後
、
執
行
す
る
も
の
で
す
。

病
気
や
失
業
な
ど
、
収
入
が
不
安
定
で

一
括
で
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、

必
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
収
税
課
　
収
納
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

Ａさんの土地を
Ｂさんが使用
している

Ａさんの土地に
Ａさんが家を建て
Ａさんが住んでいる

こ
の
場
合
の
受
益

者
は
Ｂ
さ
ん
！

Ａさんの土地に
Ａさんが家を建て
Ｃさんが住んでいる

Ａさんの土地を
Ａさんが使用
している

こ
の
場
合
の
受
益
者

は
Ａ
さ
ん
！

Ａさんの土地に
Ｂさんが家を建て
Ｂさんが住んでいる

Ａさんの土地に
Ｂさんが家を建て
Ｃさんが住んでいる



公
益
社
団
法
人
　
山
梨
法
人
会

笛
吹
西
支
部
代
表
　
古
屋
隆
雄
　
様

（
石
和
町
市
部
）
　
【
大
型
メ
ガ
ホ
ン
】

（
株
）
セ
ル
バ
（
御
坂
店
・
笛
吹
境
川
店
）

代
表
取
締
役
　
桑
原
孝
正
　
様

（
御
坂
町
夏
目
原
）

【
ま
ち
づ
く
り
寄
付
金
】

田
　
勝
壽
　
様
　
（
春
日
居
町
桑
戸
）

高
野
光
幸
　
様
　
（
春
日
居
町
鎮
目
）

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
用
具
】

グラウンドゴルフ用具
を寄付する田　様（左）
と高野様（中央）＝1月31

日、春日居支所

▼
日
時
・
場
所

○
3
月
1
日
（
金
）

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

春
日
居
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

○
3
月
17
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
1
時
30
分

〜
4
時
30
分

春
日
居
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

※
受
付
は
い
ず
れ
も
4
時
ま
で
で
す
。

※
初
回
の
相
談
に
は
、
予
約
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

※
継
続
し
た
相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、

結
婚
相
談
所
へ
の
登
録
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
登
録
に
は
印
鑑
・
Ｌ
版
写

真
2
枚
・
独
身
証
明
書
・
身
分
証
明

書
の
写
し
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
他
市
町
主
催
の
出
会
い
パ
ー
テ
ィ
ー

情
報
を
市
民
活
動
・
地
域
づ
く
り
支

援
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

・
市
民
活
動
・
地
域
づ
く
り
支
援
サ
イ

ト
『
よ
っ
ち
ゃ
ば
る
ネ
ッ
ト
』

h
ttp

s
:/

/
o

p
e

n
c
ity

.jp
/

fu
e

fu
k

i/

・
携
帯
サ
イ
ト

※
市
結
婚
相
談
員
は
、
電
話
で
相
談
所

登
録
者
以
外
の
方
に
結
婚
適
齢
者
の

情
報
を
聞
き
だ
す
こ
と
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
市
結
婚
相
談

員
を
装
う
電
話
が
あ
っ
て
も
、
情
報

を
提
供
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ
先
　
市
民
活
動
支
援
課

　
市
民
活
動
支
援
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

▼
日
時
　
3
月
13
日
（
水
）

　
受
付
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
会
場
　
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
　

▼
相
談
時
間
　
1
人
30
分
以
内

▼
相
談
員
　
網
倉
義
久
氏
（
司
法
書
士
）

※
借
入
先
や
借
入
金
額
、
収
入
等
が
分

か
る
資
料
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
持
っ
て

い
る
人
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ

た
11
人
の
審
査
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
あ
な
た
も
審
査

員
に
選
ば
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
検
察
審
査
会
で
は
、
交
通
事
故
や
詐

欺
、
脅
し
な
ど
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
て

警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官

が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
な
か
っ
た
こ
と

（
不
起
訴
）
に
つ
い
て
、
そ
の
処
分
に

不
満
を
も
つ
被
害
者
な
ど
か
ら
申
立
が

あ
っ
た
場
合
に
、
そ
の
不
起
訴
処
分
が

正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
を
審
査
し
ま
す
。

　
審
査
申
立
な
ど
に
つ
い
て
の
ご
相
談
、

ま
た
は
検
察
審
査
会
に
つ
い
て
知
り
た

い
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
甲
府
検
察
審
査
会
事
務

局
（
甲
府
地
方
裁
判
所
内
）

　
☎
0
5
5
（
2
1
3
）
2
5
4
8

h
ttp

s
:/

/
o

p
e

n
c

ity
.jp

/
fu

e
fu

k
i

/
m

o
b

ile
/

m
o

b
ile

.js
p

　暴力団は、対立に伴
う暴力事件を起こした
り、薬物密売、不当要
求等の様々な資金獲得
行為を巧妙に行い、県
民の生活や社会経済の発展にとって大き
な脅威となっています。
　暴力団を壊滅するためには、警察の取
り締りなどにあわせて、一人ひとりが暴
力団排除の意識を高め、対決姿勢を持つ
ことが必要です。
　県暴力団排除条例の基本は、暴力団追
放「３ない運動」
　暴力団を恐れない
　暴力団に資金を提供しない
　暴力団を利用しない
に加えて
　暴力団事務所を開設させないことです。
　暴力のない安全で安心な地域社会を実
現するため、社会全体で暴力団を追放し
ていきましょう。

■問合せ先
　笛吹警察署　刑事第二課
　☎�055（262）0110

▼
▼

▼
▼

　
3
月
1
日
〜
3
月
7
日
の
一
週
間
、

春
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
火
災

予
防
の
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
よ
り
、
火
災
の
発
生
を
防
ぎ
、
尊
い

生
命
と
貴
重
な
財
産
を
火
災
か
ら
守
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
次
の
項
目
を
重
点
的
に
推
進
し
ま
す
。

▼
住
宅
防
火
対
策

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
徹
底

○
独
居
老
人
世
帯
等
に
対
す
る
訪
問
防

火
診
断

▼
防
火
対
象
物
の
防
火
管
理
体
制
の
充
実

○
自
衛
消
防
訓
練
の
促
進
と
実
施
指
導

○
避
難
施
設
・
消
防
用
設
備
等
の
維
持

管
理
の
徹
底

○
防
炎
品
の
使
用
徹
底

▼
防
火
広
報
活
動

○
防
災
行
政
無
線
放
送
、
消
防
車
両
並

び
に
大
型
物
品
販
売
店
舗
等
の
店
内

放
送
に
よ
る
防
火
広
報

○
防
火
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、
配
布

○
防
火
啓
発
用
パ
ネ
ル
等
の
掲
示

▼
車
両
（
ミ
ニ
ロ
ー
リ
ー
等
）
火
災
等

予
防
対
策

○
少
量
危
険
物
移
動
タ
ン
ク
（
ミ
ニ
ロ

ー
リ
ー
）
の
防
火
安
全
対
策
の
徹
底

■
問
合
せ
先
　
消
防
本
部
�

予
防
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
0
1
1
9

　
4
月
21
日
は
、
川
中
島
合
戦
戦
国
絵

巻
の
開
催
の
た
め
、
本
庁
日
曜
窓
口
を

お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
平
成
22
か
ら
23
年
度
に
お
い
て
実
施

し
ま
し
た
、
鶯
宿
第
1
地
区
地
籍
調
査

の
成
果
に
つ
き
ま
し
て
、
こ
の
た
び
、

登
記
が
完
了
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

▼
対
象
地

○
鶯
宿
字
北
居
村
西
割
の
全
域

○
鶯
宿
字
北
居
村
東
割
の
全
域

○
鶯
宿
字
南
居
村
西
割
の
全
域

○
鶯
宿
字
南
居
村
東
割
の
全
域

○
鶯
宿
字
天
神
原
の
一
部

○
鶯
宿
字
里
道
の
一
部

■
問
合
せ
先

　
管
理
総
務
課
　
地
籍
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
2

東八防災（株）

（有）桃李

不成立

（株）中村工務店

中央舗道建設（有）

不成立

新明和工業（株）流体事業部
営業本部流体営業部

平成25年1月22日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

　住宅用火災警報器は、火災の発生をいち
早く見つけて逃げ遅れを防ぎます。
　条例において平成18年６月１日から施行
され、平成23年６月１日からは全ての住宅
で設置が義務化されています。しかし、ま
だ設置されておらず条例違反となっている
お宅が多数あり、笛吹市の設置率は県内で
最下位となっているのが現状です。
　設置がお済みでないお宅は、ご自身やご
家族の尊い生命を守るために速やかに設置
しましょう。

《火災予防に努め、火災のない安全で安心し
て暮らせるまちにしましょう》

（平成24年度防火標語）

￥22,900

￥4,200,000

￥1,255,000

―

￥8,800,000

￥6,800,000

￥3,900,000

―

（金額は税抜き価格です）

入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

消防新入団員貸与品購入

宅内排水ポンプ設置ほか工事（一宮）

下水道関連配水管布設替工事第1工区（一宮）

一宮保健センター及び児童館の改修工事

富士見小学校管理教室棟屋上防水改修工事

市道1-34号線歩道舗装工事

舗装本復旧工事第７工区(一宮)

東原駐車場整備工事

市役所本庁・各支所

一宮町国分

一宮町国分

一宮町末木

石和町今井

八代町米倉

一宮町石

芦川町上芦川

￥23,100

￥4,300,000

￥1,540,000

―

￥12,300,000

￥6,900,000

￥3,900,000

―

（株）ＮＩＰＰＯ
　　山梨統括事業所



■問合せ先　生涯学習課　生涯学習コーディネーター　☎�055（261）3339

昨年４月、スコレーセンターでの入学式から始

まり毎月１回、11回にわたり、山梨県詩人会会長　古屋久昭

氏を講師に迎え、八代総合会館で「誰でも作れるおとなの詩の

教室」を開催しました。

　いろいろな人の詩を鑑賞することにより「詩とは何か」「詩

はどのように作られてきたのか」「詩の題材や主題、技術」など、

詩の作り方の基本を学びました。

　４回目からは、実際に詩を作り朗読しました。生活感あふれ

る詩や社会問題を取りあげた詩など初心者とは思えない作品が

多く、朗読後は受講生同士で様々な指摘や質問が交わされ、詩

への理解が深まり創作力を磨きました。

　受講後は、合同詩集の制作や市で開催される国民文化祭「現

代詩の祭典」への作品応募を目指し学習を継続します。

　スコレー大学は、「１年を通じて深く学びたい」その思いに

応えて、平成23年度からスタートした単位制の市民講座です。

平成25年度は、3講座を用意しました。学ぶ意欲があり、１年

間続けられる方であれば、どなたでも受講できます。合計10単位の修得に向けて、あなたもチャ

レンジしてみませんか。

御坂　ちょいママスクール

境川　遊びの広場

一宮　ももっこ広場

春日居　愛愛ランド

八代　子どもフェスタ愛育班コーナー

　
市
に
は
5
つ
の
地
域
に
愛
育
班
が
あ

り
、
連
合
体
と
し
て
笛
吹
市
愛
育
連
合

会
が
あ
り
ま
す
。

　
愛
育
班
の
願
い
は
、
お
母
さ
ん
た
ち

に
安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
を

し
て
ほ
し
い
こ
と
、
ま
た
、
人
と
ふ
れ

あ
い
な
が
ら
、
す
こ
や
か
に
こ
こ
ろ
豊

か
に
暮
ら
せ
る
地
域
に
し
た
い
こ
と
や
、

私
も
家
族
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に

元
気
に
過
ご
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
市
の
愛
育
班
は
、
身
近
な
人
へ
の
声

か
け
や
見
守
り
を
と
お
し
て
、
乳
幼
児

か
ら
高
齢
者
ま
で
の
健
康
づ
く
り
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
は
、
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
事
業
、

地
域
で
の
育
児
支
援
事
業
の
開
催
、
愛

育
だ
よ
り
の
発
行
、
母
乳
推
進
、
80
歳

以
上
の
方
へ
の
声
か
け
訪
問
、
施
設
へ

木
綿
布
の
贈
呈
な
ど
で
す
。

　
豊
か
な
水
資
源
に
恵
ま
れ
、
全
国
的

に
注
目
さ
れ
る
山
梨
県
。
古
く
か
ら
山

梨
の
人
々
が
水
と
交
わ
り
、
信
玄
堤
に

代
表
さ
れ
る
治
水
・
利
水
技
術
や
、
水

資
源
を
利
用
し
た
生
業
を
営
む
と
と
も

に
、
水
へ
の
信
仰
を
育
ん
で
き
た
こ
と

を
紹
介
し
ま
す
。

▼
日
時

　
3
月
30
日
（
土
）
〜
5
月
27
日
（
月
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
火
曜
日
休

館
。
※
４
月
30
日
（
火
）
は
開
館
　
入

館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

▼
会
場
　
企
画
展
示
室

▼
観
覧
料

○
一
般
　
　
　
　
　
5
0
0
円

○
高
校
・
大
学
生
　
２
５
０
円

○
小
・
中
学
生
　
　
１
３
０
円

　
3
月
18
日
ま
で
開
催
し
て
い
る
「
黒

駒
勝
蔵�

対�

清
水
次
郎
長
」
展
の
関
連

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
菅
原
文
太
氏
と
高

橋
敏
氏
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
名
誉

教
授
）
が
対
談
し
、
ア
ウ
ト
ロ
ー
の
生

き
様
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
日
時
　
3
月
2
日
（
土
）

　
午
後
2
〜
3
時

▼
場
所
　
山
梨
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

大
研
修
室
（
当
館
隣
り
）

※
申
し
込
み
不
要
・
聴
講
無
料

　
「
黒
駒
勝
蔵�

対�

清
水
次
郎
長
」
展
の

関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
高
橋
敏
氏
（
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
名
誉
教
授
）
が
講

演
し
ま
す
。

▼
日
時
　
3
月
3
日
（
日
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
会
場
　
生
涯
学
習
室

※
申
し
込
み
不
要
・
聴
講
無
料

■
問
合
せ
先
　
県
立
博
物
館

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
2
6
3
1

信玄堤絵図（部分）（県立博物館蔵）

　
釈
迦
堂
遺
跡
の
出
土
品
に
ふ
れ
な

が
ら
、
考
古
学
を
や
さ
し
く
学
芸
員

が
解
説
し
ま
す
。

▼
日
時
・
内
容

○
3
月
2
日
（
土
）

　
「
土
器
は
ど
の
よ
う
に
作
る
の
か
」

○
3
月
9
日
（
土
）

　
「
石
器
は
ど
の
よ
う
に
作
る
の
か
」

○
3
月
16
日
（
土
）

　
「
信
仰
と
飾
り
物
」

　
い
ず
れ
も
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
定
員
　
各
回
20
人

▼
参
加
費
　
無
料

※
た
だ
し
入
館
料
が
必
要
で
す
。

▼
申
込
方
法
　
事
前
に
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
今
年
は
恒
例
の
岡
村
孝
子
、
岡
村

真
美
子
さ
ん
の
フ
ル
ー
ト
と
ピ
ア
ノ

の
演
奏
に
、
ゲ
ス
ト
と
し
て
ハ
ー
プ

演
奏
者
の
長
谷
川
朋
子
さ
ん
を
迎
え
、

星
降
る
夜
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

ま
す
。

▼
日
時
　
3
月
23
日
（
土
）

　
開
場
　
午
後
6
時
30
分

　
開
演
　
午
後
7
時
〜
8
時
30
分

▼
場
所
　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

▼
定
員
　
60
人

▼
参
加
費
　
無
料

※
た
だ
し
入
館
料
が
必
要
で
す
。

▼
申
込
期
日
　
3
月
1
日
（
金
）
よ
り

▼
申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　
釈
迦
堂
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
数
多

く
の
土
偶
か
ら
分
か
る
縄
文
人
の
装

い
を
テ
ー
マ
に
、
春
の
企
画
展
示
を

開
催
し
ま
す
。

▼
開
催
期
間

　
3
月
27
日
（
水
）
〜
5
月
31
日
（
金
）

▼
開
館
時
間

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

○
休
館
日
　
火
曜
日
・
祝
日
の
翌

日
（
土
・
日
除
く
）

▼
入
館
料

○
一
般
・
大
学
生
　
2
0
0
円

○
小
中
高
生
　
　
　
1
0
0
円

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
☎
０
５
５
３
（
４
７
）
３
３
３
３ よ

そ
お



夜の8時30分から50分の20分間、実施された冬花火

ディスク（ナイロン素材）を投げる参加者

　
2
月
3
日
、
春
日
山
部
屋
の
力

士
3
人
が
市
を
訪
れ
、
市
内
の
福

祉
施
設
や
浅
間
神
社
を
回
り
、
無

病
息
災
を
願
っ
て
豆
ま
き
を
し
ま

し
た
。

　
福
祉
施
設
に
お
い
て
力
士
ら
は
、

入
所
者
と
握
手
を
し
た
り
簡
易
に

作
ら
れ
た
土
俵
上
で
相
撲
を
取
っ

た
り
し
て
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
節
分
祭
が
開
か
れ
た
浅

間
神
社
で
は
、
詰
め
か
け
た
参
拝

客
の
歓
声
を
一
身
に
浴
び
て
い
ま

し
た
。

　
石
和
温
泉
旅
館
協
同
組
合
で
は
、

「
冬
花
火
〜
笛
吹
川
の
舞
〜
」
と

題
し
、
2
月
1
日
か
ら
26
日
ま
で

の
18
日
間
、
一
晩
に
6
0
0
発
の

花
火
を
打
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
こ
の
冬
花
火
は
、
昨
年
度
初
め

て
4
日
間
行
っ
た
と
こ
ろ
、
好
評

を
受
け
て
期
間
と
規
模
を
拡
大
し

て
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
期
間
中
は
甘
酒
・
お
し
る
こ
の

無
料
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
訪
れ
た

方
々
は
、
新
た
な
風
物
詩
と
し
て

花
火
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
1
月
24
日
、
友
好
都
市
の
千
葉

県
一
宮
町
か
ら
玉
川
孫
一
郎
町
長

と
森
佐
衛
議
長
ら
3
人
が
市
役
所

を
訪
れ
、
倉
嶋
市
長
を
表
敬
訪
問

さ
れ
ま
し
た
。

　
玉
川
町
長
は
あ
い
さ
つ
の
冒
頭

で
「
災
害
時
応
援
協
定
の
申
し
出

を
受
け
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
市
は
、
一
宮
町
と
の
間

で
昨
年
2
月
に
物
資
・
機
材
・
車

両
の
相
互
援
助
や
被
災
者
の
受
け

入
れ
な
ど
に
つ
い
て
の
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
市
は
千
葉
県
館
山
市
や

新
潟
県
胎
内
市
と
も
同
協
定
を
結

ん
で
い
ま
す
。

　
2
月
3
日
、
八
代
中
央
ス
ポ
ー

ツ
広
場
な
ど
で
第
3
回
市
民
参
加

型
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

と
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
は
、
1
9
8
0
年

代
後
半
に
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

競
技
か
ら
派
生
し
た
ス
ポ
ー
ツ
で
、

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
フ
ラ
イ
ン
グ
デ

ィ
ス
ク
で
行
う
も
の
で
す
。
会
場

で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
が
初

め
て
の
体
験
と
あ
っ
て
戸
惑
い
が

あ
り
つ
つ
も
、
笑
い
声
が
響
き
わ

た
っ
て
い
ま
し
た
。

　
2
月
6
日
、
映
画
「
S
h
a
l
l

w
e

ダ
ン
ス
?
」
の
振
り
付
け
で
知
ら

れ
る
w
a
t
a
r
i

さ
ん
が
「
命

リ
セ
ッ
ト
」
と
題
し
、
う
つ
病
体

験
を
語
る
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
w
a
t
a
r
i

さ
ん
は
母
親
の

自
殺
か
ら
自
身
も
う
つ
病
を
患
い
、

そ
こ
か
ら
立
ち
直
っ
た
経
験
を
10

年
に
わ
た
り
各
地
で
講
演
し
て
い

ま
す
。

　
講
演
の
中
で
、
「
人
生
の
谷
間

に
入
っ
た
時
に
ど
う
自
分
と
向
き

合
っ
た
ら
よ
い
か
」
と
の
質
問
に
、

w
a
t
a
r
i

さ
ん
は
「
マ
イ
ペ

ー
ス
と
マ
イ
ス
ペ
ー
ス
。
病
を
公

言
し
自
分
の
ペ
ー
ス
で
、
心
地
良

い
場
所
で
治
す
こ
と
が
大
切
」
と

語
り
ま
し
た
。

記念撮影に応じるぴっかり高木さん（左）と
いしいそうたろうさん（右）と倉嶋市長ら関係者

時
折
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
自
身
の
経
験

を
語
る
w
a
t
a
r
i

さ
ん
＝
い
ち
の

み
や
桃
の
里
文
化
館

参拝客に豆をまく力士

市職員による病気の早期発見など、
医療費抑制の方策についての説明

　
1
月
27
日
、
山
梨
県
警
察
音
楽

隊
と
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
に
よ
る
「
ふ

れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
in
ふ
え
ふ
き
」

が
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
県
警
察
音
楽
隊
は
、
警
察
官
な

ど
で
編
成
さ
れ
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

で
演
奏
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
は
、
警
察
署
な

ど
に
勤
務
す
る
女
性
事
務
職
員
で

編
成
さ
れ
、
音
楽
隊
の
演
奏
と
と

も
に
フ
ラ
ッ
グ
演
技
を
披
露
し
て

い
ま
す
。

　
当
日
は
、
訪
れ
た
3
5
0
人
の

観
客
を
前
に
、
銀
河
鉄
道
9
9
9

や
夜
明
け
の
ス
キ
ャ
ッ
ト
な
ど
、

お
な
じ
み
の
楽
曲
が
演
奏
さ
れ
ま

し
た
。

　
1
月
27
日
に
石
和
源
泉
足
湯
ひ

ろ
ば
で
石
和
温
泉
の
日
記
念
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
ほ
う
と
う

や
甲
州
ワ
イ
ン
ビ
ー
フ
に
な
ど
の

山
梨
グ
ル
メ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の

冒
頭
で
は
、
タ
レ
ン
ト
の
ぴ
っ
か

り
高
木
さ
ん
と
い
し
い
そ
う
た
ろ

う
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
石
和
温
泉

応
援
団
長
と
副
団
長
に
任
命
さ
れ
、

会
場
を
沸
か
せ
て
い
ま
し
た
。

あいさつをする玉川町長

フラッグ演技を披露するカラーガード隊

　
1
月
26
日
、
八
代
総
合
会
館
で

国
保
を
学
ぶ
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
医
療
費

が
上
昇
し
て
い
る
市
国
民
健
康
保

険
の
現
状
と
、
健
康
に
つ
い
て
考

え
て
い
た
だ
く
た
め
に
市
と
笛
吹

市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
が
催
し

た
も
の
で
す
。

　
山
梨
学
院
大
学
准
教
授
の
長
倉

富
貴
氏
に
よ
る
「
健
康
づ
く
り
〜

あ
な
た
が
主
役
〜
」
と
題
し
た
講

演
や
、
同
大
学
、
岸
邦
彦
ア
ス
レ

テ
ィ
ッ
ク
ト
レ
ー
ナ
ー
に
よ
る
「
運

動
で
気
分
爽
快
!!
」
と
し
た
運
動

指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。



●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊

3
月
2
日
（
土
）
・
9
日
（
土
）
・
16
日

（
土
）・
23
日（
土
）・
30
日（
土
）

　
午
前
の
部
　
11
時
〜
11
時
30
分

　
午
後
の
部
　
2
時
〜
2
時
30
分

　
毎
週
土
曜
日
2
回
開
催

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

3
月
7
日（
木
）・
21
日（
木
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン

3
月
14
日（
木
）・
28
日（
木
）

午
前
11
時
か
ら

●
楽
蔵
お
は
な
し
会

　（
お
話
・
工
作
・
映
画
会
）
　

　
3
月
2
日（
土
）

　
午
後
2
時
〜
3
時

●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

３
月
12
日（
火
）

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム

　（
大
人
向
け
イ
ベ
ン
ト
）★

　
３
月
15
日（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご

　
3
月
6
日（
水
）

　
午
前
11
時
か
ら

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル
の
お
は
な
し
会

3
月
3
日
（
日
）
・
10
日
（
日
）
・
24
日

（
日
）・
31
日（
日
）　
午
後
2
時
か
ら

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　
3
月
9
日（
土
）　
午
後
2
時
か
ら

●
プ
レ
マ
マ
〜
マ
タ
ニ
テ
ィ
支
援
〜

3
月
8
日（
金
）･
22
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
の
ぶ
ら
ん
こ

　
3
月
17
日（
日
）　
午
後
2
時
か
ら

●
ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
・
サ
ロ
ン

　
3
月
27
日（
水
）　
午
前
11
時
か
ら

●
バ
ム
ケ
ロ
お
は
な
し
会

　
3
月
9
日（
土
）

　
午
後
1
時
30
分
か
ら

●
赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

3
月
6
日
（
水
）
・
13
日
（
水
）
・
27
日

（
水
）　
午
前
11
時
か
ら

●
え
ほ
ん
で
Ｇ
Ｏ
！

3
月
2
日
（
土
）
・
16
日
（
土
）
・
23
日

（
土
）・
30
日（
土
）

午
前
11
時
か
ら

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

3
月
2
日（
土
）

午
後
2
時
か
ら
（
毎
週
土
曜
日
、
随

時
お
は
な
し
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
）

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
も
も

　（
乳
幼
児
向
け
）

3
月
12
日（
火
）・
26
日（
火
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！

　
3
月
9
日（
土
）

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会

　
3
月
16
日（
土
）

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
さ
く
ら
ん
ぼ

　
3
月
23
日（
土
）

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど
も

た
ち
だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・
公
民

館
ま
つ
り
・
老
人
ホ
ー
ム
・
デ
ィ
サ

ー
ビ
ス
施
設
・
病
院
な
ど
に
出
向
き
、

年
配
の
方
々
に
も
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ご
要
望
が
あ
れ
ば
随
時

出
前
お
は
な
し
会
を
行
い
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
　

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受
け

に
な
り
た
い
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
�

★
印
…
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し

登
録
講
座

■
問
合
せ
先

石
和
図
書
館
（
担
当
�

石
倉
）

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）5
9
5
9

石
和
図
書
館

℡
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
９
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

一
宮
図
書
館

℡
０
５
５
３（
４
７
）５
２
２
０

平
日（
火
・
木
）／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

平
日（
水
・
金
）･

土･

日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

境
川
図
書
室

℡
０
５
５（
２
６
６
）２
０
１
４

平
日
・
土
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

℡
０
５
５
３（
２
６
）２
２
８
３

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

八
代
図
書
館

℡
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
３

平
日
・
土
・
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

御
坂
図
書
館

℡
０
５
５（
２
６
３
）０
３
６
３

月
・
火
・
木
・
金
／
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
石
和
図
書
館

4
日（
月
）・
11
日（
月
）・
18
日（
月
）・

25
日（
月
）

◆
御
坂
図
書
館

6
日（
水
）・
13
日（
水
）・
21
日（
木
）・

27
日（
水
）・
29
日（
金
）

◆
一
宮
図
書
館

4
日（
月
）・
11
日（
月
）・
18
日（
月
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　平成19年２月25日、86歳の生涯を終えた俳人飯田龍太を偲び、講演会を開催します。俳人龍太・人間

龍太の魅力を、交流のあった方々に語っていただきます。

「座談　普段着の龍太を語る」

　日時　３月24日（日）　午後１時30分～３時　　　場所　境川総合会館　３階大ホール

　鼎談　齋藤史子氏　相沢和子氏　風間蕉美氏　�　コーディネーター　雨宮更聞氏

　定員　150人　　　参加費　無料　※申し込みは不要です。　　　協力　笛吹市文化協会境川俳句部

■問合せ先　石和図書館　☎�055（262）5959

▼ ▼

▼
▼

▼

▼ ▼

あやこ しょうび こうぶん

しの

　県立科学館天文ボランティアによる観望会を開催します。

　星のお話を聞きながら、県立科学館の大きな天体望遠鏡できれいな星空を

眺めてみませんか。

　今回は、2011年に発見された新たな大彗星『パンスターズ』を観望する予

定です。参加ご希望の方は事前にお申し込みが必要です。

　日時　３月19日（火）　午後６時30分～８時

　※悪天候の場合は中止になります。

　場所　学びの杜みさか　御坂図書館外庭

　定員　30人（大人限定・先着順）　　参加費　無料

　※３月１日（金）より受付開始。お申し込みはお早めに。

■申込・問合せ先　御坂図書館　☎�055（263）0363

▼
▼

▼ ▼

　おはなし会に参加して、一緒にひな祭りを祝い

ましょう!

　日時　３月３日（日）　午前10時30分から

　場所　スコレーセンター

※当日ブックリサイクルも開催します。

　（午前９時～午後３時）

数に限りがございます

ので、お早めにお越し

ください。

■問合せ先　石和図書館　☎�055（262）5959

　朗読ボランティア「せせらぎ」による朗読会です。

素敵なひとときをお過ごしください。

　日時　３月21日（木）

　　　　開場　午後１時　　開演　午後１時30分

　場所　一宮図書館　視聴覚室

　参加費　無料

■問合せ先　一宮図書館　☎�0553（47）5220

▼ ▼
▼

▼

▼



　甲斐国分寺跡等整備事業において、事務の不適正執行が判明し、多額の国・県補助金の返還と
いう事態を招きました。今後は学識経験者と市民代表者を交えた調査委員会を設置し、客観的かつ
公正な調査を行い再発防止に努めるとともに、関係職員への返還金の負担についても検討して参り
ます。なお、職員の処分については、職員分限懲戒諮問委員会を設置し、調査委員会の結果等を
考慮しながら、厳正に行います。
　また、1月に市職員（当時）の万引き行為が発覚しました。この件と合わせて、市政への信頼を
失墜させた行為を厳粛に受け止め、市民の皆様並びに関係者の方々に、多大なご迷惑をおかけしま
したことを深くお詫び申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　笛吹市長　倉嶋　清次　

甲斐国分寺跡等整備事業の不適正な執行・職員の不祥事についてお詫び申し上げます。

笛吹市役所　本庁　☎ 055（262）4111
御坂支所　 ☎055（262）2271　一宮支所 ☎0553（47）1111
八代支所　 ☎055（265）2111　境川支所 ☎055（266）2111
春日居支所 ☎0553（26）3111　芦川支所 ☎055（298）2111

この印刷物は、古紙配合率100％再生紙と
大豆油インクを使用しております。

● 発行／2013． 3． 1　山梨県笛吹市役所　● 編集／経営企画課・広聴広報担当
● 所在地／〒406-8510 笛吹市石和町市部777番地　TEL 055－262－4111
● URL／http://www.city.fuefuki .yamanashi. jp/

●人口  71,989人（＋32）     ●世帯  28,077世帯（＋16）
●男　  34,895人（＋17）　 ●女　  37,094人（＋15）
　　　　　　　  H25.2.1現在（　）は前月比
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甲斐国分寺跡等整備事業の不適正な執行・職員の不祥事についてお詫び申し上げます。
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■問合せ先　（公財）ふえふき文化・スポーツ振興財団　☎055（263）7959

DATA FUEFUKI
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